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都市計画マスタープラン（素案）

　主な見直し箇所について

1　上位計画との整合

①　総合計画との整合

　○　人口・　将来都市像、基本目標と整合

　○　コウノトリの野生復帰を追加

　○　心のバリアフリーを追加

②　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針との整合

　○　都市計画道路の長期未着手路線の検証を追加

　　一一P8・13

－－ P18・19・33

　　　　－－P39

一一
P28

2　時点修正等にっいて

①　新規事業の追加

　○　新清掃工場の施設整備

　O　親野井地区から木間ケ瀬地区及び桜木地区の排水対策

②　東京直結鉄道関連の修正（推進の表現を強化する）

③　事業完了による削除等

　○　次木親野井土地区画整理の完了（P68）、

　　（P27・60）　、

　　　　　　一一P33

－－ P41・49・55・70

　　　　　　－－P26

　　　　　　　　　　　　　次木古布内線（P68）、川間駅前広場

座生川調節池のスポーツ広場（P48）等の整備完了による記載の削除

3　新たな課題への対応

①　広域道路ネットワークの波及効果などによる開発ポテンシャルの高い地域の活性化

　○　市街化調整区域の土地利用方針の位置付け

　○　市街化調整区域の都市的土地利用を推進する制度活用を位置付け

②　景観計画への取り組み

　○　景観条例やルール作りの位置付けを強化

　○　景観形成の誘導方針を追加

③　新規事業への対応

　O工業団地の造成等

　○道の駅等の整備

　○子ども館・老人福祉センターの整備

　　一一P24

－－ P75・78

一
P37

－－
P38

一一 P21・23

－ P43・44

　　－P40
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（はじめに）

見直し案 現　行
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスターブ．ラン lH頁

担当言果表

題
はじめに はじめに

分類1 変更及び追加理由

中表紙 中表紙

　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に　　　．ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン／　　　　　　　　－．一．一．．．一・一、・・一　一「「一一Ar　一　、，．A－L・＿

都市計画マスタープラン策定の背景や他の計画との関係、マスタープランの役割、構成などにつ

いて整理しています。

・
＿一　　　．　　一　一．　　　　　　　　．．．』＿．．／

［＿＿　　　　　　　　　　　　　　．一＿，一一

　都市計画マスタープラン策定の背景や他の計画との関係、マスターブランの役剖、構成などにっ

いて整理しています。

　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　、
は　じ　め　に　　　ノ1　　　　　　　　　　　　　　　「／　　　　　　一一一一一一一一

1　策定の背量

2　位置付けと役割

3　策定・見直しの経緯

4　都市計画マスタープランの構成

1策定の背景
2　位置付けと役割

3　策定・見直しの経緯

4　都市計画マスタープランの構成

内容

A

はじめに一1
1



都市計画マスタープラン見直し検討資料（はじめに）

見直し案 現　行

表
野田市都市計画マスターブラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁

題
はじめに はじめに

分類 変更及び追加理由 担当課

1～21，策定の背景 1． 策定の背景

1）都市計画法に基づくマスターフラン制度 1）都市計画法に基づくマスターフラン制度

平成4年の都市言1画法改正により、「市町村の都市計画に関する基本的な方針」、いわゆる 「市 平成4年の都市計画法改正により、「市町村の都市言1画に関する基本的な方針」、いわゆる 「市

町村マスターブラン」の制度が創設されました。 町村マスターブラン」の制度が創設されました．．

これにより住民に最も近い立場にある市町村が、その創意工夫の下に住民の意見を反映させな これにより住民に最も近い立場にある市町付が、その創意工夫の下に住民の意見を反映させな

がら、都市のあるべき将来像やまちづくりの方向性を分かりやすく示す、都市計画の基本的な方 がら、都市のあるべぎ彫周象やまちづくりの方向性を分かりゃすく示す、都市計画の基4く的な方

針づくりが法的に位置付けられました， 斜づ’くりが法的に位置f寸けられました、．

市町村の都市計画に関する基本的な方針（都市言｜画法抜枠） 市町村の都市計画に関する基本的な方針（都市計画法抜〕㈲

第18条の2　市町村は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基本構 第18条の2　市町村は、議会の諦央を経て定められた当該市町村の建設に関する基本構
想並びに都市言i画区域の整備、開発及び保全の方針に即し、当該市田1村の都市計画に関 想並びに都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に即し、当該市町村の都市計画に関

する基本的な方針（以下この条において「基本方針」という。）を定めるものとする。 する基本的な方針（以下この条において「基本方針」という。）を定めるものとする。

2　市町村は、基本方針を定めようとするときは、あらかじめ、公聴会の開催等住民の意 2　市町相よ、基本方針を定めようとするときは、あらかじめ、公聴会の開催等住民の意

見を反映させるために必要な措置を講ずるものとする。 見を反映させるために必要な措置を言網主るものとする。

3　市町村は、基本方針を定めたときは、遅滞なく、これを公表するとともに、都道府県 3　市町柑ま、基本方針を定めたときは、遅滞なく、これを公表するとともに、都道府県
知事に通知しなければならない。 知事に通知しなければならない。

4　市町利が定める都市刮画は、基木方針に即したものでなければならない。 4　市田］村が定める都市計画は、基本方針に即したものでなければならない。

2） 野田市都市言輌マスタープラン策定の目的 2） 野田市都市計画マスタープラン策定の目的

野田市総合計画（＊1）1丈市民参加の下に策定された総合的なまちづくりの指針となってお 野田市総合計画（＊］）は、市民参加の下に策定された総合的なまちづくりの指針となってお
り、将来都市像を「一ノご‘二‥な：）L［」壇三1，を±．L’、に±、竺‘、、い・」」⊥：一口Ui．！・㌧れろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一

］‘‘ノ り、〕挟都市像を「1　　　　　1　　｜　　＿　Lt　＿　　ノ　　　‘　上　　｜　l　l　　　｛　 ：　：　＿　　　　t　　」　　 ｝　　　　［　　　　　　 　「　’　　　　　と　　　　　

とし ド丁1
・ 総合司画と整合させ、修 企画調整課

口」［口⊥．㌧ノ・る旦」としています。 ています三 正 都市計画課
今後は、この将来都市像の実現に向けて、これまで以上に市民と行政の協働作業によるまちづ 今後は、この将来都市像の実現に向けて、これまで以上に市民と行政の協働作業によるまちづ

内
くりが必要となります。 くりが必要となります，

容
こうした中、総合計画に示される将来都市像を都市刮画の分野において具体化するため、 「野 こうした中、総合計画に示される将来都市像を都市計画の分野において具体化するため、 ・1［卜 ｜‘加 ・吋点修正 都市計画課

田市都市言画マスタープラン」を唖い一1．．，1：。 川llll．、．．・1’・・Ll」llべ」1、．「野田市都市計画マスタープラン」を剃二L引た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一．一一．一
1劇・

3） 野田市都市計画マスタープラン見直しの背景 3） 野田市都市計画マスターフ．ラン見直しの背景

千葉県は、］’止二8｝「旦」L都市計画マスタープランの上位計画である「都市計画区域の整備、 千葉県は、Ukユgil：山⊥⊥」lr川』］止司凹週1殿Uil［［碗｜111」，］L山区堕竺1ロニL、都市言1画マス ・見直しの基本的な背景を 都市計画課
開発及び保全の方針」（＊2）の見直しを行いましたまた、市では．「成2SlL．厚，1バ，．ぺ”　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－．一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一

1． タープランの上位計画である「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」（＊2）の見直しを行 1蔭Ir 修正
こ川1．い「野田市総合計画」三．一遮士Lました。 いました。また、市では．口・！：1！｝｛U・2！1L二「野田市総合言1画Fl唖：L．こll］いました

・ 見直しの基本的な背景を 企画調整課
このような背景を踏まえ、！』，旦ド」な』川岨・古・1・‘’と吐エ旦dh・と．⊥．一川1．1ロト山L：山¶ぶを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一・　　　　　　　　　　　　　　　．

このような背景を踏まえ、野川LlL亙口・1！．1凹rl川で也じL！．．一三．｝」ぞ］Llり†i［11j祠画・1い！． J　一ア　、 修Il・ 修正
L坦、ll」『剋劇4基・｛ごL⊥ろ形で見直しを行いました。 二逼垣1・・、形で見直しを行いました。

、

修正：赤

追加：青
三　　．　　　　　　　．　τi

削　除　緑

はじめに一2 2



都市計画マスタープラン見直し検討資料（はじめに）

見直し案 現　行
野田市都市計画マスターブラン素案 野田巾都市計画マスタープラン lH頁

変更及び追加理由 担当課表題

はじめに はじめに
分類

2．位置づけとf賠ll 2．位置づけと綴割

3

ユ）野出市都市計画マスタープランの位置付け

　野m市都市計画マスタープランは、市の建設に関する基本構想である「野田市総合刮画」と千

葉県が定める広蜘勺なまちづくりの言1画であろ「都市計画因或の整備、開発及び保全の方釦に

即して（矛盾しないように）策定しました。．

　また、関連する個別部門計画と整合を図るとともに、パブリックコメント（＊3）や住民説明

会を実施し、市民の意見を．卜分に反映して策定しました。

」）野m市都市計画マスタープランの位置付け

　野田市都市計画マスタープ．ランは、市の建設に関する基本構想である「野「「耐総合計画」と千

葉県が定める広域’白なまちづくりの計画である「都市言1画区域σ）整備、開発及び保全の方釦に

即して（矛盾しないように）策定しました．

　また、県！！姐巾那弧［ll蹴：㌘Zニノ．㌘，を基本．≒．1パ．．旧関制リ：都r嗣：「！⊥1！ヱス．㌘一・7．？烈！｛団数

口な．も口を！区｛！ノ＼〕．↓，．．∫さ．C，㌧に関連する個別部門言1画と整合を図るとともに、パブリックコメント

　（＊3）や住民説明会を実施し、市民の意見を十分に反映して策定しました。

ilirl除 都市計画課

千葉県が定める

「都市計画区域の整備、開発及び保

　全の方針」

野田市総合計画

（新市建設計画）

千葉県が定める

「都市計画区域の整備、開発及び保

　全の方針」

野田市総合計画

（新市建設計画）

・ 見直しの基本的な考え方

を修正

、

即す 　即す

基本

個別部門

計画

個別部門

計画

1
野田市都市計画
マスタープラン

都市計画に関する

基本的な方針

野田市都市計画
マスタープラン

都市計画に関する

　　　的な方針
1整合

市民意見の反映

市

民

参

加

一一．一・　　　　　　　　　　　　　　　　　市民意見の反映

　　　　　　　　　　　　　号

市

民

参

加

内容

都市計画の決定

ll　O年

都市計画の決定

li｜1「　0年

一

1くコ

1

．

総合的・一体的なまちづくりの推進 総合的・一体的なまちづくりの推進
｜

2）野m市都市計画マスタープランの役割

　野田市都市計画マスタープランは、以下のような役割を持つものてヨニ

　　（1）目標年次を平成34年（2022年〉として、平成14年の策定時からおおむね2

　　　後の都市の将来都市像や、まちづくりの方ll’i性を明示して、市民と行政との共通の方針と

　　　なります。

　　（2）野田市の都市計画を決定・変更する際の根拠となります。

　　③地区ごとのまちづくりを進めていくための方針となりま七

　　（4）関連する他分野、個別部門計画との連携による、総合的・一体的なまちづくりを進める

　　　ための方針となります三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

2）野m市都市計画マスタープランの役割

　野田市都市計画マスタープランは、以下のような役割を持つもので℃

　　（1）目標年次を平成34年（2022年）として、平成14年の策定時からおおむね2

　　　後の都市の将来都市像や、まちづくりの方向性を明示して、市民と行政との共通の方針と

　　　なります。

　　（2）野田市の都市計画を決定・変更する際の根拠となります。

　　③地区ごとのまちづくりを進めていくための方針となりま丸

　　（4）関連する他分野、個別部門計画との連携による、総合的・’体的なまちづくりを進める

　　　ための方針となりま丸

修正：赤

追加．青

削　除：緑．

はじめに一3・
3



都市計画マスタープラン見直し検討資料（はじめに）

見直し案 現　行
野田市都rh計画マスタープラン素案 野出市都市計画マスタープラン 旧頁

表題

はじめに はじめに
分類 変更及び追加理山 担当課

3．策定の経緯 3．策定の経緯

4

1）都市計画マスタープランの策定の経緯

　野田市都市計画マスタープランの策定に当たっては、学識経験者や庄民代表等による策定委員

会を組織し、全｛村祷想や地区別構想にっいて検討を行い、都市計画マスタープランの素案を1乍成

　しました、．

　策定委員会において作成した地区別構想や素案にっいては、地区別懇談会等で意見募集を行

い、市民意見を踏まえて、都市計画マスターフランの案を作成しました、

　その後、野田市都市計画審議会の議を経て、平成］4年8月に野田市都市言1画マスタープラン

を策定しました。

　また、旧関宿町1こおいては、平成13年3月に、「関宿町都市計画マスタープラン」を策定し、
平成15年6月の合併後は、それぞれの都市計画マスタープランを機能させてきましたが、平成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1）都市計画マスタープランの策定の経緯

　野出市都市言1画マスタープランの策定に当たっては、学識経験者や住民代表等による策定委員

会を組織し、全体構想や地区別構想について検討を行い、都市計画マスタープランの素案を｛乍成

　しました。

　策定委員会において作成した地区別構想や素案にっいては、地区別懇談会等で意見募集を行

い、市民三視を踏まえて、都rh計画マスタープランの案を作成しました。

　その後、野田市都市計画審議会の議を経て、平成14年8月に野出市都市言1画マスタープラン

を策定しました。

　また、10関宿町においては、平成13年3月に、「関宿1‖r都市計画マスタープラン」を策定し、

平成15年6月の合併後は、それぞれの都市計画マスタープランを機能させてきました。

2）都市計画マスタープランの見直しの経絆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19年に行った「野田市

　21午i2月に統合するかたちで見直しを行いまLた，

2）都市計画マスタープランの見直しの経緯

　野m市都市計画マスタープランの見直しに当たっては、平成23年度から27年度に行った 野田市都市言1画マスタープランの見直しに当たっては、平成18年、

追lll1

修正

・ 今回の見直しに係る修正

と追加

・ 今回の見直しに係る修正

と追加

都市計両課

都市計画課

内容

「野rrl市総合計蜘の策定に際していただいた、市民のまちづくりに対する意見を尊重するとと

もに、E位計画との整合を図り、庁内に検討委員会を設置して、都市計画マスタープランの素案

を作成しました。

　素案については、’1城29年8月から10月にかけて行った、庄民説り1会やパブリックコメン

トで出された市民意見を踏まえて、検討委員会において都市計画マスタープランの案を作成しま

した。

　その後、野田市都市計画審議会の議を経て、平成30年2月に新しい野田市都市計画マスター

プランを策定しました。

総合計画」の見直Lの際にいた拭・た、市民のまちづくりに対する意見を尊重するとともに、卜

位計画との整合を図り、庁内に検討委員会を設置して、都市計画マスタープランの素案を作成し

ました。

　素案については、平成21年2月から3月にかけて行った、住民説明会やパブリックコメント

で出された市民意見を踏まえて、検討委員会において都市言画マスタープランの案を作成しまし

た。

　その後、野田市都市計画審議会の議を経て、平成2⊥年12月に新しい野m市都市計画マスタ

ープランを策定しました。

修正：赤

追加：青

削除1緑．．．．．＿

・
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（はじめに）

見直し案 現 行

野出市都市言1・画マスターブラン素案 野田r砧il市計画マスタープラン 旧頁
表

題
はじめに はじめに

分類 変更及び追加理山 担当課

4， 都市計画マスタープランの構成 4． 都市計画マスターフランの構成
5

野田市都市計画マスタープランは、下図のとおり、 「全体構想」、「地区別構想」、 「実現化への方 野出市都市計画マスタープランは、下図のとおり、 「全1イ精想」、「地区別構想」、 「実現化への方

針」 の三っを主体として構成しています。 針1 の二つを丁体として構成していまれ
全体構想は、 市全体の現況と特1牛を踏まえた上で、 まちづくりの目標や将来都市構造を明らかに 全体構想は、 市全体の現況と特性を踏まえた上で、 まちづくりの目標や将来都市構造を明らか1こ

し、 これらを実現するために必要な個別の部川ごとに基本的な方針を示しています。 し、 これらを実現するために必要な個別の部門ごとに基本的な方針を示しています，

地区別構想は、 市域を市民に身近な9地区に区分し、各地区ごとに現況や課題を踏まえた上で、 地区別構想は、 市域を市民に身近な9地区にlX：分し、各地区ごとに現況や課題を踏まえた上で、

各地区の特性に応じた将来像やまちづくりの基本目標を設定し、これらを実現するための基本的な 各地区の特1生に1，己ミじた将来｛象やまちづくりの．基本目標を設定し、これらを実現するための基本的な

方針を示していまポ 方針を示しています。

実現化への方鉗ま、本マスタープランを実現するための、基本的な考え方や取組の方針を示して 実現化への方針は、本マスターフ．ランを実現するための、基本的な考え方や取組の方針を示して

います。 います。

野田市都市計画マスタープラン 野田市都市計画マスタープラン

全体構悲 地区別構莚
i

全体構悲 地区別構莚
1

i

第1章 野田市の据兄と特性 第4章地区男1購想 第1章 野田市の現況と特性 第4章地瑚1騰想
1－1 まちつく りσ緯毒 十1中央也区まちづくり構想 H まちづくりの経緯 4－1中兜也区まちづくり構想

1－2 現況と特1生 4二2東音「剛区まちづくり構想 1 1－2 現況と特性 4二2東部地区まちづくり‡轍目

第2章
　2－1

　2－2

まちづくりの目標

将来者肺橡と基本目標

将来者肺精造

4≒3南部地区まちづくり構想

牛4　北部姻区まちづくり構想

牛5　川「計也区まちづくり構想

牛6　福田地区まちづくり構想

第2章
　2－1

　2－2

まちづくりの目標

将来苔肺像と基本目標

将来都市構造
1

4弓　南部地区まちづくり構想

牛4北部也区まちづくり構想

牛5　川間地区まちづくり構想

牛6　福田地区まちづくり‡蕎具

内 第3章 部ヨ捌方針 4－7螂賠障也区まちづくり構想 第3章 部F捌方針 4－7関宿北部地区まちづくり構想

容 3－1 都市と自然力朝和したまちづくり 4田　関宿中部也区まちづくり構想 3－1 都市と自然頒1訴口したまちづくり 4田　関宿中離也区まちづくり構想

3－2 安全で快適な交通環境づくり 牛9　関宿南部地区まちづくり構想 3－2 安全で快適な交通環境づくり 牛9　関宿南部地区まちつく り構患

3－3

3－4

水やみどりを大切にしたまちづくり

〕鯛こやさしいまちづくり 名地醐額蜘）よう時繊し就
3弓

3－4

水やみどりを大切にしたまちづくり

環境にやさしいまちづくり
各蹴想蜘）ように｝鍼しま克

3－5 ゆとりある劣舌を送れる環境づくり D地区（梛兄 3玉 ゆとりある生活を送れる環境づくり D地区の現況
3－6 資源をいかした風景づくり 2）地区の課題 H 資源をいかした風景づくり 2）地区の課題 1

3－7 安心して暮らせるまちづくり 3）地区の］鞠象
3L7

安心して暮らせるまちづくり 3）地区の将来像
1

3田 災害に強い安全なまちづくり 4）まちづくりの基本目標 3－8 災害に強い安全なまちづくり 1 4）まちづくりの基本目標

臼 野田市を濯喫できる環尭づくり 5）まちづくりの方針’ 卸 野田市を瀞契できる環境づくり 5）まちづくりの方針

1 1

修正：赤
実現化への方金 実現化への方金 1

圭追加；目

第5章 実現化への方針
1 第5章 実現化への方針 削除：緑

与1 パートナーシップ（＊4）（協⑳ によるまちづくりの推進 5－1 パートナーシップ（＊4）（協動 によるまちづくりの推進

巳 実卿）ための取組1枯ll 卜2 巽郵Dための聯副柿‖
1

5－3 開発許可帯疲の活用
一

1助μ ・ 市街化調整区域での地区 都市計画課

計画制度の活用を位置づ
1

けるため

はじめに一5
5



都市計画マスタープラン見直し検討資料（第1章）

見直し案 現　行
野田市都市計画マスターブラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁

表題

第1章野田市の現況と特性 第1章野田市の現況と特1生
分類 変更及び追加理由 担当課

IlI表紙 中表紙

1第1章系、

　　　　　　　　　　　第1章　野田市の現況と特性　　／ノ　　一　　　　　　　　　．．一．’・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．一．

　　野田市の現況と特卜生

この章では、野田市の位置的な条件や現在に至るまでの発展の経緯とともに、．1二⊥断1」用、交通体

産業などの現況や特性を整理しています。

　一‘1系、

　　　　　　　　　　　第1章　野田市の現況と特性　　一　　　　　　　　　　　　　　　・

第1章　野m市の現況と特性

　この章では、野m市の位置的な条件や現在に至るまでの発展の経緯とともに、十地利用、

　　産業などの現況や特1生を整理していま仁

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ’
　　　　　　　　　　　　　　　　　，”ノ

　　　　　　　一，F

　　　　　　　　　　　　　　　　　　交通体

1－1　まちづくりの経緯

1－2　現況と特性

1－1　まちづくりの経緯

1－2　現況と特「生

内容

第1章一1 6



都市計画マスタープラン見直し検討資料（第1章）

見直し案 現　　行
野田巾都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン 1日頁表

題
第1章野m市の現況と特1生 第1章野m市の現況と特比

分類 変更及び追加理由 担当課

1－1　まちづくりの経陣 1－1　まちづくりの経緯
7～8

1）立地条件 1）立地条件

野出市は、千葉県北西部に位置し、東京都心から約30km、県庁所在地千葉rhから約45k 野田市は、丁葉県北西部に位置し、東京都心から約30km、県庁所在地千葉市から約45 k

mのR鴎旧こ位置していま『仁． mの距離に位置しています．

北はπ霞町・境11「（茨城県）、幸手市（埼干県）、南は流山市・粕市＼東は坂東市・常総市・守 北はril霞町・境町（茨城県）、幸手市（埼：E県）、南は流山rh・柏市、東は坂東市・ 常総rh・守
谷市（茨城県）、西は杉戸町・春U部市・松1犬町・吉川rh（埼上県）にそれぞれ隣接しており、 谷市（茨城県）、西は杉戸町・春日部市・松伏町・占川市（埼上県）にそれぞれ囎妾しており、

市域面積は103．55kllf、南北間約2　Lkn1、東西間約16klnとなっています二 市域面積は103，54kllf、南北間約21km、東西間約16｜（mとなっています。 修1ト ・ 平成2 6年変更のため 総務課
lH野田市ば利恨川、江戸川及び利根運河のln∫川に囲まれ、その水運をいかして古くから醤油 lH野m市は、利恨川、江戸川及び利根運河の1・∫川に囲まれ、その水運をいかして古くから醤油

醸造のまちとして発展してきました， 醸造のまちとして発展してきました。

｜IJ関宿町は、江戸時代に整備された利根川及び江戸川のカぐ上交通により栄えましたが、時代の lH関宿町は、江戸時代に整備された利根川及び江戸川の水L交通により栄えましたが、 時代の
推移により水運の要所としての役割を終え、純閤†地帯としての道を歩んできました。 推移により水運の要所としてのぞ賠1」を終え、純農村地帯としての道を歩んできました。

平成15年（2003年）6月6Hに、旧野田市と旧関r訓1が合併し、新しい野出市が誕生し 平成15年（2003年）6月6日に、旧野田市とlH関宿町が合併し、新しい野田市が誕生し
ました。 ました。

2）発展の経緯 2）発展の経緯
旧野田市は、水とみどり豊かな白然環境の中で、江戸時代から醤油醸勘）地として発展し、産 旧野田市は、水とみどり豊かな自然環境の中で、江戸日羽ざから醤油醸造の地として発展し、 産

業、文化の面においても周辺地域の中心地として繁栄してきました。しかし、近代以降の鉄道・ 業、文化の面においても周辺地域の中心地として繁栄してきましたしかし、近代以降の鉄道 ・

自動車の発達とともに交通体系は大きく変貌し、東京に比較的近距離に位置しながら、周囲を河 自動車の発達とともに交通体系は大きく変貌し、東京に比較的近距離に位置しながら、 周囲を河
川に囲まれた地理的条件に阻まれ、都心部に直結した鉄道や道路に恵まれず、首都近郊者1～市であ 川に囲まれた地埋的条件に阻まれ、都心部に直結した鉄道や道路に恵まれず、首都近郊都市であ

りながら都市化の進展が緩やかで、落ち着いた街並みを形成してきました。 りながら都rh化の進展が緩やかで、落ち着いた街並みを形成してきました。

旧関宿町は、江戸時代に整備された利｛間1｜及び江戸川の水上交通により栄え、関宿藩には幕府 旧関宿町は、江戸時代に整備された利根川及び江戸川の水・卜交通により栄え、関宿藩には幕府

の水関所が置力れるなどにぎわいを見せましたが、時代の推移により水運の要所としての役割を の水関所が置かれるなどにぎわいを見せましたが、時代の推移により水運の要所としての役割を

内 終えました。同町は、近代将棋の父と称される十三世名人関根金次郎や、戦後の目本将棋連盟を 終えました。同町は、近代将棋の父と称される十三1目：名人関根金次郎や、戦後の日本将棋連盟を

容 巾：興した渡辺東一など将棋界を担った棋士を輩出しました。また、内閣総理大臣を務め、終戦 巾興した渡辺東一など、将棋界を担った棋士を輩出しました。また、内閣総理大臣を務め、終戦

に導いた鈴木貫太郎が居を移すと、同氏が奨励した酪農が全盛となり、豊かな白然とともに農 に導いた鈴木貫太郎が居を移すと、同氏が奨励した酪農が全盛となり、豊かな自然と ともに農
業・畜産業を中心とした第一次産業を基に発展してきました。 業・畜産業を中心とした第一次産業を基に発展してきました。

平成15年6月の合併後は、いちいのホールの整備、コミュニティバス（まめバス）の運行、 平成15年6月の合餌後は、いちいのホールの整備、コミュニティバス（まめバス） の運行、

鉄道駅の東口整備、生活関連道路の整備等、新市の一目椎の醸成及び均衡ある発展に資するまち 鉄道駅の東口整備、生活関連道路の整備等、新市の一体性の醸成及び均衡ある発展に資するまち

づくりが行われていま『れ づくりが行われています。

今後のまちづくりにおいては、これまでの発展の方向性を継承しっつ、様々な分野において更 今後のまちづくりにおいては、これまでの発展の方向性を継承しつつ、様々な分野において更

なる発展を遂げるようなまちづくりを推進することが求められま尤 なる発展を遂げるようなまちづくりを推進することが求められま坑

修正　赤

追加　青

削　除；緑

第1章一2 7



都市計画マスタープラン見直し検討資料（第1章）

見直し案 現　　行

野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン lH頁
変更及び追加理由 担当課表

題
第1章　野m市の現況と特｝生 第1章野田市の現況と特1生

分類

1－2　現況と特1生 1－2　現況と特1生

9

1）人口 1）人口

野m市の人口は、平成27年（2015午）時点で約15万4．F人（常住人口（＊5）べ一一ス） 野出市の人「1は、平成20『（2008年）llJ点e約15万4エム（常住人口（＊5） ベース） 修正 ・ 平成2 8年度からスター 都市計画課

であり、平成28年度からスター・トした総r｝計山におい．（は．・ド成42年（2030年）に，おけ であり、〒「成19年1211に見直Lを行った総合計画においては、平成27年（20」 5f1うに トした総合計画を引用し、 企画調整課

る］与来人し．｜は約15万2－「人と想定され．．□、・圭㌘ヒ おける将来人口は約15万6丁’人と∫想されていろ二とから、微増となる見通しですが、 東京直 修正

結3失道整備阜前1是にし／：二人ll勤1∴｜に及ほ｝」一影響（アナウンス効果）を、別1辛で3丁・人力・ら9．「‘人 1彦止 ・ 策定時期修正

と見込ノ、．でい上す．．

2）士地利川 2）土／断1開

野m市の十地利用は、野田地域と関宿地域に大別されていま主 野田市の土地利用は、野出地域と関宿地域に大別されていま十，

野田地或は、国道16号以西は主に市f圭弛、以東は農地、ゴルフ場を中心とした土地利川がな 野m地域は、国道16号以西は主に市街地、以東は農地、ゴルフ場を中心とした士士｛抵1］用がな

されています。 されています，

市街地は、その土地利用トの特性から北部、中央及び南部の3地区に区分することができ、北 市往弛は、その土1断1」用上の特性から北部、中央及び南部の3地区に区分することができ、 北

部地区と南部地区は、．ヒ地区画整理事業（＊6）．などにより、言画的に開発・整備された住宅地 部地区と南部地区は、上地区画整理事業（＊6）などにより、計画的に開発・整備された住宅地

が広がっています。中央地区は、古くからの醤油工場の集積を中心に丁業地、商業地及び庄宅地 が広がっていま仁中央地区は、古くからの醤油丁場の集積をllI心に工業地、商業地及び住宅地

が形成されており、経済、文化、商業、牛活の中心的な地区となっていま丸 が形成されており、経済、文化、商業、生活の中心的な地区となっていまポ

また、国道16号以東に関しては川間、東部及び福田の3地区に区分することができ、台地部 また、国道16号以東に関しては川間、東部及び福田の3地区に区分することができ、 台地部

分は主に、畑地及びゴルフ揚として利用されており、｛邸也部分は水田として利用されていま『れ 分は主に、畑地及びゴルフ場として利用されており、低地部分は水田として利用されていま丸

関御｛り或については、関宿北部、関宿中部及び関宿南部の3地区に区分することができ、関宿 関宿地域については、関宿北部、関宿中部及び関宿南部の3地区に区分することができ、関宿

北部地区は、城跡や史跡等の歴史的遺産による文化的な潤いのある市街地が形成されており、関 北部地区｝よ城跡や史跡等の歴史的遺産による文化的な潤いのある市街地が形成されており、 関

宿中部地区は、基盤整備が遅れているものの、土地区画整理事業による計画的な市街化が図られ、 宿rl：1部地区は、基盤整備が遅れているものの、上地区画整理事業による言i画的な市街化が図られ、

さらに、関宿はやま丁業団地が整備され流通施設等が集積しています。関宿南部地区は、優良な さらに、関宿はやま丁業団地が整備され流通施設等が集積しています。関宿南部地区は、 優良な

農地と共存する形で集落が形成されていま丸 農地と共存する形で集落が形成されています。

内容

（1）住宅系：ヒ地利用 （1）住宅系土地利用

住宅系土1断i」用としては、北部地区に川間駅南側を中心としたみどり豊かなたたずまいの住 住宅系十1跡ll用としては、北部地区に川間駅南1則を中心としたみどり豊かなたたずまいの住

宅地が形成されているほか、南部地区におけるみずき一丁目から四丁目などは、景観に配慮し 宅地が形成されているほか、南部地区におけるみずき一丁目から四j．唱などは、景観に配慮し

た良好な住宅地が形成されていま仁 た良好な住宅地が形成されていまポ

また、中央地区においては、古くから市街地が形成されており、密集した市街地の中で、中 また、中央地区においては、古くから市街地が形成されており、密集した市街地の中で、
IlI

高層の建築物が点在しています。さらに、江戸川や座生川沿いには、景観に配慮した良好な住 高層の建築物が点在していま仁さらに、江戸川や座生川沿いには、景観に配慮した良好な住

宅地が形成されつつあります。 宅地が形成されつつありま主

関宿北部地区においては、土地区酬事業による面整備が行われており、計画的な市街地 関宿北部地区及び関宿中部地区においては、土地区画整理事業による面整備が行われてお

整備が進められています。 り、計画的な市街地整備が進められています。

修正；赤

追加：青
一

削除：緑
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第1章）

見直し案 現　　行

野m市都市計画マスターブラン素案 野m市都市剖画マスタープラン 旧頁
表題

第1章　野田市の現況と特性 第1章野m市の現況と特1生
分類 変更及び追加理由等 担当課

1－2　現況と特1生 ］－2　現況と特性
10～Il

②商業系十1断ll用 ②商業系土1断91」用

野m市の商業地は、東武野田線の野lU市駅・愛宕駅周辺や中野台地区及びその周辺が中心商 野m市の商業地は、東武野田線の愛宕駅周辺や中野台地区及びその周辺がIlI心商業地として IB加 ■ ［総合計画」、「整備、開 都市計画課
．一一…一一業地として位置付けられています。 位置付けられていま『仁 発及び保全の方針」の位置 都市整備課

また、般商業地は、中心商業地に連担して形成されているほ加川間駅周辺地区、梅郷駅 また、般商業地は、中心商業地に連」nして形成されているほか、川間駅周辺地区、 梅郷駅 1・1’けから修正

周辺地区及び十地区画整理事業で整0渚された地区などに形成されていま『主 周辺地区及びL地区画整理事業で整備された地区などに形成されています、

その他、幹線道路（＊7）沿いに郊外型店舗が立地しており、多様な商業施設による沿亘景 その他、幹線道路（＊7）沿いに郊外型店舗が立地しており、多様な商業施設による沿道景

観が形成されつつあります。特に、中心商業地において、郊外部での大型店舗の立地や店舗の 観が形戊されつつあります。特に、中心商業地において、郊外部での大型店舗の立地や店舗の

老朽化、後ホ1緒不足などにより空き店舗が増加しています。 老朽化、後＄1緒不足などにより空き店舗が増加しています。

関宿地域の商業地は、主要地方道沿道に商業の集積が若．「見られますが、独自の商圏の形成 関宿地域の商業地は、†要地方道沿道に商業の集積が若干見られますが、独白の商圏の形成

には至っていません。 には至っていません。

③上業系土地利用 （3）工業系土地利用

野m市駅周辺などの市の中心部では、野田市の産業n動に大きな役割を果たしている醤油醸 野田市駅周辺などの市の中心部で1土野田市の産業活動に大きな役割を果たしている醤油醸

造業が営まれています三国道16号沿いには中里工業団地、南部工業団地、野田工業団地が立 造業が営まれていま九国道16号沿いには中里工業団地、南部工業団地、野田上業団地が立

地しており、関宿地域においては、主要地方道結城野田線沿いに関Z言はやま丁業団地、それに 地しており、関宿地域においては、丁要地方道結城野田線沿いに関宿はやま工業団地、 それに

隣接して関宿工業団地が立地していま七また、泉地区には流通業務施設写；の立地が准んでい 隣接して関宿工業団地が立地していまポその他、七光台地区に北部工業団地が立地していま 追加 ・ 時点修正（現況を追加） 都市計画課

ます すが、七光台駅に近接していることから、工場と住宅との混在による土H握1J用上の問題が見ら 都市整備課

その他、七光台地区に北部工業団地が立地していますが、七光台駅に近接していることから、 れま丸このような住工混在の土地利用を解消するために、既存工業地への工場移転を促進し

工場と住宅との混在による土地利用上の問題が見られま丸このような庄工混在の土地利用を ます。

解消するために、既存工業地への丁場移転を促進します。

内 3）交通体系 3）交通体系

容 公共交通については、都心に直結する鉄道がなく、東武野m線が単線であることから、通勤、 公共交通については、都心に直結する鉄道がなく、東武野田線が単線のため、通勤、 通学など ll参IE ・ 文言修｜E 市政推進室

通学などにおける交通の利便性の向上が求められていますこ今後は、公共交通の利便性を高める における交通の利便性の向上が求められています。今後は、公共交通の利便1生を高めるため、 東 追加 ・総合計画を引用し追加 都市計画課

ため、東京直結鉄道（地下鉄8号線）の整備、東武野田線連続立体交差事業（＊8）及びそれを 京直結鉄道の整備、東武野田線㊥続立体交差事業（＊8）及びそれを契機として複線化を促進す
一

修正 ・ 文言修正

契機として複線化を促進します． ることが計画されています． 修IE ・文言修正

道路網については、広域的な道路として東西方向に主要地方道つくば野m線越谷野田線及び 道路網については、広戊蜘勺な道路として東西方向に主要地方道つくば野m線、越谷野田紡吸び

境杉戸線、．般県道岩井関宿野田線、南北方向には、国道16号、主要地方道結城野田線松戸 境杉戸線、一般県道岩井関宿野田線、南北方向には、国道16号、†要地方道結城野出線、松戸

野田線、我孫一r・関宿線及び市道山崎野川線が機能し、市往弛の主要な交通動線としての役割を果 野田線（市道山崎野田線）及び我孫子関宿線が機能し、市街地の丁要な交通動線としての役割を ll参1卜 ・松戸野田線（市道山崎野

たしています。しかし、河川に囲まれている地形トの特i生から、各河川を渡る幹線道路の橋付近 果たしています。しかし、河川に囲まれている地形上の特性から、各河川を渡る幹線道路の橋Fl’ 田線） は1［24年・1月に市に

では、日常的な渋滞が見られるとともに、市御也内においても東武野田線の踏切による渋滞が見 近では、日常的な渋滞が見られるとともに、市御也内においても東武野田線の踏切による渋滞が 移管されたため

られま仁 見られます。

修正：赤

追加：青
一、

削除：緑
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第1章）

見直し案 現　行

表
野田市都市計画マスタープラン素案 野m柿肺言1画マスタープラン 旧頁

題
第1章野田市の現況と特1生 第1章野田市の現況と特性

分類 変更及び追加理由 担当課

1－2　現況と特1生 1－2　現況と特1生
12～13

4）産業 4）産業
（1）商業 （1）商業

近市郊外型・沿首型の大彗据の立地が進み、市街地内の商業地においては、店舗の老朽化 近年、郊外型・沿道型の大型店の立地が進み、市f昂也内の商業地においては、店舗の老朽化

や後継者問題、駐卓場不足、交通アクセス問題、空き店舗の増加など、商業を取り巻く環境は や後継者問題、駐車場不足、交通アクセス問題、空き店舗の増加など、商業を取り巻く環境は

極めて厳しい状況にありまポ 極めて厳しい状況にありまポ

このような中で、平成18年8月に施行された「中心市制也の活閏ヒに関する法f肉の主旨 このような中で、平成18年8月に施行された「中心市街地の活性化に関する法律」 の丁旨

とその基本方針に沿って、多様な都市機能（＊9）が集積した中心市1馳の形成が言画されて とその基本方針に沿って、多様な都市機能（＊9）が集積した1．1」心市街地の形成が計画されて
います。 います。

（2）工業
②工業

野田市の⊥業は、市の中心部に長い歴史と伝統を有する醤油醸造業や関連産業により発展 野出市の工業は、市の中心部に長い歴史と伝統を有する醤油醸造業や関連産業により発展

し、現在も野田市駅周辺などにおいて、多くの⊥場が稼働している状況で七 し、現在も野m市駅周辺などにおいて、多くの上場が稼働している状況です。

また、国道16号が市の中心を通り、交通の利便性が高いことから、金属・機械を中心とし また、国道16号が市の中心を通り、交通の利使性が高いことから、金属・機械を中心とし
た6か所の工業団地が立地し、市の活力を支えています。 た6か所の工業団地が立地し、市の活力を支えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

（3）農業 （3）農業

農地ばその大部分が関宿地域の河川沿いと野田地域の国道16号の東側や南部地区の今上 農地は、その大部分が関宿地或の河川沿いと野出地域の国道16号の東側や南部地区の今上
周辺に分rl∫しており、台地部分では、ほうれん草や枝豆、キャベツなどの野菜類のW寸けが行 周辺に分布しており、台地部分では、ほうれん草や枝豆キャベツなどの野菜類の1伺寸けが行
われ、低地部では、水稲を中心とした作付けにより農業が営まれていま尤しかし、近年の高 われ、低地部では、水稲を中心とした作付けにより農業が営まれています。しかし、 近年の高
齢化に1半う後継者不足などにより、耕作放棄地が拡大しつつあり、今後の農業の展開が懸念さ 齢化に伴う後継者不足などにより、耕作放棄地が拡大しつつあり、今後の農業の展開が懸念さ

れています。 れていま丸
江川地区においては、白然との調和に配慮した農業経営を行う農業生産法人が設立され、用 沮rl地区においては、自然との調和に酉鴫〔した農業経営を行う農業生産法人が設立され、 用

内 水路のしゅんせつ（＊10）や水田の草刈りなどの復田f乍業が行われ、白然環境保護対策基本計 水路のしゅんせつ（＊10）や水田の草刈りなどの復田作業が行われ、自然環境保護対策基本計

容 画に基づいた自然と共生する地域づくりが推進されていま七 画に基づいた自然と共生する地或づくりが推進されています。
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第1章）

見直し案 現　　行

表
野m締F市計画マスタープラン素案 野田市都rh計画マスタープラン 旧頁

題
第1章野出市の現況と特性 第1章野田市の現況と糊生

分類 変更及び追加理由 担当課

1－2　現況と特性 1－2　現況と特｝生
13～14

5）白然・歴史・文rヒ 5）自然・歴史・文化

野田市を取り囲む大きな自然環境の要素として、利恨川、江戸川及U斗II根運河の二つの河川や、 野m市を取り囲む大きな自然環境の要素として、利恨川、汀刊ll及び利根運河の三つの河川や、

Il｜央の杜、野田市総合公園、野「［1市関宿総合公園、野1」」市スポーツ公園などの公園・緑地とあわ 中央の杜、野田市総合公園、野田市関宿総合公園、野田市スポーツ公園などの公園 弓剥也とあわ

せて、豊かな自然とのふれあいの場となっています， せて、豊かな自然とのふれあいの場となっています、．

また、河川周辺の低地部｛こおいては、優良な農地が広がっており、屋敷林に1≠1・1まれた農家など また、河川周辺の低地部においては、優良な農地が広がっており、屋敷林に囲まれた農家など

と体となった良好なm園風景を見ることができまポその他、国道16号沿いに広がる平地林 と一体となった良好な田園風景を見ることができま仁その他、国道16号沿いに広がる平地林
や、市往弛の内部や周辺部に残された斜面緑地なども、野田市の特徴的な自然資源として挙げら や、市街地の内部や周辺部に残された斜面緑地なども、野田市の特徴的な自然資源と して挙げら

れます。また、多くの神llわ仏閣の中の樹林等は本区域を特徴付けるみどりとしてとらえること れます、また、多くの神社・fム閣の中の樹林等は本区域を特徴1・1’けるみどりとしてとらえること

ができます。 ができます。

野田市の歴史としては、古くから醤前醸造の地として発展してきた【｜．1心市往弛から野田市駅に 野田rhの歴史としては、古くから醤油醸造の地として発展してきた中心市街地から野出市駅に

かけての醤油蔵やそれを取り囲む板塀、レンガ塀のほ瓜醤油醸造の中核を担ってきた醸造家の かけての醤油蔵やそれを取り囲む板塀、レンガ塀のほか、醤油醸造の中核を担ってきた醸造家の

庄宅など、古き良き時代をしのばせる建造物が多数存在しています。また、代表的な神社仏閣と 住宅など、古き良き時代をしのばせる建造物が多数存在しています。また、代表的な神社仏閣と
して、愛宕駅付近の愛宕神社は野田一帯の総鎮守として位置付けられていたもので、現在は市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

して、愛宕駅付近の愛宕神社は、野田一帯の総鎮守としで位置付けられていたもので、 現在は市
街地内においてみどりが少なくなりつつある中で、潤いある空間を形成していま丸 街地内においてみどりが少なくなりつつある中で、潤いある空間を形成しています。

野田市（旧関宿町）にあった城としては、室町時代に築かれたとされている関宿城があり、江 野m市（旧関宿1町にあった城としては、室町時代に築かれたとされている関宿城があり、 江
戸時代には関宿藩が設置され、江戸川をまたがるように縄張りを持っていました関宿城の城跡 戸‖剖ざには関宿藩が設置され、江戸川をまたがるように縄張りを持っていました。関宿城の城跡

近くには、県立関宿城博物館があり、1日関宿町や関宿城についての資料がおいてある博物館で、 近くに｝よ県立関宿城博物館があり、旧関宿町や関宿城についての資料がおいてある博物館で、

シンボル的な天守閣は平成7年に古い記録に基づいて再現されたもので丸また、主な著名人と シンボル的な天守閣は平成7年に占い記録に基づいて再現されたもので七また、主な著名人と

しては、近代将棋の父と称される十二世名人関根金次郎や、戦後の日本将棋連盟を内：興した渡辺 しては、近代将棋の父と称される十三世名人関根金次郎や、戦後の日本1瀬連盟を再興した渡辺

東一など、将棋界を担った棋士を輩出しましたさらに、内閣総理大臣を務め、終戦に導いた鈴 東一など、将棋界を担った棋士を輩出しました。さらに、内閣総理大臣を務め、終戦に導いた鈴

木貫太郎の遣品の多くを展示した鈴木貫太郎記念館が有名です。 木貫太郎の遣品の多くを展示した鈴木貫太郎言謝官が有名で七

野田市では、野田三ケ町夏祭りの「つく舞」、「清水八幡神社のばっぱ力獅子舞」など、伝統の 野田市では、野出三ケ町夏祭りの「つく舞」、清水八幡神社の「ばっばか獅了舞」 など、伝統

内
技が冴える民俗芸能が貴重な財産となっています。また、「清水公園のさくらまつり’つつじま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

の技が冴える民俗芸能が貴重な財産となっています。また、「さくらまつり」、 「っっじまつり」、

容
つり」、「関宿城さくらまつり」、「野mみこしハレード」、「野田夏まっり躍旦七夕」、「関宿まつり」、 「野m夏まつり踊り七夕」、「野田市産業祭」、「関宿まつり」、「関宿城まつり」などのおまつりや 修lll ・文言修正 商工観光課

「野m市産業祭」などのおまつりや各種イベントも多く開催されていま丸 各種イベントも多く開催されていま主 追加

修正：赤

追加：青
一　・

削除：緑
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第2章）

見直し案 現　　行

駐凱日市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁表題

第2章　まちづくりの目標 第2章　まちづくりの目標
分類 変更及び迫加理由 担当課

III表紙 中表紙

　　　　　　　　　　　　　第2章　まちづくりの目標　　　．．　　　　一’一．・．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・．、一・一　．一．．

　この章では、今後野田市が｜」指していく将来像や基本目標とともに、将来の野田市の目格を形成

するゾーン、軸、拠点の三つの住を基に、将来の都市構造にっいて整理しています。

i　　　　　　　　　　　　　第2章　まちづくりの目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’「

　　　．．．．一．一一一一一1－．．一．．一．．

　この章では、今後野田市が目指していく将来像や基本目標とともに、将来の野川市の骨格を形成

するゾーン、杣、拠点の三つの柱を基に、将来の都市構造にっいて整理していまポ，

「

　　　　　　　　　　　　　　　　1
2－1　将来都市像と基本U標

2－2将来都市構造

2－1　将）に都市｛象と基本目標

2－2将来都市構造

内容

1

第2章一1 12



都市計画マスタープラン見直し検討資料（第2章）

見直し案 現　行
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁表題

第2章　まちづくりの目標 第2章　まちづくりのU標
分類 変更及び追加理由 担当課

2－1　将来都市像と基本目標 2－1　将来都市像と基本目標
］7

　都市の発展の経緯や社会動向などを踏まえた今後の野m市のまちづくりにっいては、これまでの

発展の方向1生を継承し、望ましい将来の姿を構築していく必要がありま主近年における人口減

少・少子高齢社会の到来に対応し、高齢者も含めた多くの人にとって暮らしやすく、多様な都市機

能が集積したコンパクト（＊ll）なまちづくりを目指し、都市間競争に打ち勝つ利便性、住みやす

さ、生活環境の一層の向トを図り、それらの成果として若い世代が集い、バランスのよい世代構成

を実現することで、今までよりも更に、より多くの市民の力をまち全体の活力の創出と向トにつな

げていくことが重要となっています。

　今後の野m市のまちづくりにおいては、計画されている東京直結鉄道の整備による利便性の向上

をいかした都市機能の充実、地域の良き資源である自然環境の保全・活用、都市基盤整備の推進に

よる住環境の向上はもとより、近年進展が著しい情報化社会への対応による活力ある地域社会づく

りや、ノーマライゼー一ション（＊12）社会の構築など、様々な分野において更なる発展を目指した

まちづくりを推進していくことが求められます。その過程において、様々な市民の参加や市民と行

政との連携が大切となり、さらに、魅力あるまちの実現に向けて市民自らの努力も重要となってい

ます三新しいマスタープランの策定後においても引き続き、市民と行政との協働作業により、継続

的かつ計画的なまちづくりを進めていくこととなり、マスタープランに掲げる」編肺像や基本的

な目標については、長期にわたって市民と行政の共通したまちづくり理念となるとともに、まちづ

くりの主役となる市民にとって分かりやすいものである必要があります。
　そこで、本マスタープランにおける将来都市像及び基本目標は、総合計画に掲げる将来都市像及び基本目標と同様のものとし、以下のとおり設定します。

●将来都市像

　都市の発展の経緯や社会動向などを踏まえた今後の野田市のまちづくりについては、これまでの

発展の方向性を継承し、望ましい将来の姿を構築していく必要があります。近年における人口減

少・少了高齢社会の到来に対応し、高齢者も含めた多くの人にとって暮らしや寸1く、多様な都市機

能が集積したコンパクト（＊lDなまちづくりを1－1指し、8「1市問競争に打ち勝つ利便1’生、住みやす

さ、生活瑳競の一層の向上を図り、それらの成果として若い［止代が集い、バランスのよいIU代構成

を実現することで、今までよりも更に、より多くの市民の力をまち全体の活力の創出と向上につな

げていくことが重要となっていま七

　今後の野田市のまちづくりにおいては、計画されている東京直結鉄道の整備による利便1生のir‘」上

をいかした都制幾能の充実、地域の良き資源である自然環境の保全・活用、都市基盤整備の推進に

よる住環境の向上はもとより、近年進展が著しい情報化社会への対応による活力力）る地或社会づく

りや、ノーマライゼーション（＊12）社会の構築など、様々な分野において更なる発展を目指した

まちづくりを推進していくことが求められます。その過程において、様々な市民の参加や市民と行

政との連携が大切となり、さらに、魅力あるまちの実現に向けて市民白らの努力も重要となってい

ます。新しいマスタープランの策定後においても引き続き、市民と行政との協働作業により、継続

的かっ計画的なまちづくりを進めていくこととなり、マスタープランに掲げる将来都市像や基本的

なH標については、長期にわたって市民と行政の共通したまちづくり理念となるとともに、まちづ

くりの主役となる市民にとって分かりやすいものである必要がありま仁

　そこで、本マスタープランにおける将来都市像及び基本目標は、総合計画に掲げる将来都市像及

び基本U標と同様のものとし、以下のとおり設定します。

　●将来都市像

内容 　　　　　　　～人のつながりがまちを変える～

みんなでつくる学びと笑顔あふれるコウノトリも住めるまち

　　　市民が創るふれあいのまち野田～活　　　　　　　　こ・よ文　　　　　市～

　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一．
●基本目標

　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．．一・
●基本目標

修｜七

修正

・総合計画の内容に．修正

・総合計画の内容に．修正

企画∂纏課

都市計画課

企画調整課

都市計画課

1①向然環境と調和するうるおいのある都市

②生き牛きと健やかに暮らせる都巾

③豊かな心と個性を育む都市

④安全で利便性の高い快適な都市

⑥市民がふれあい協働する都ll∫

⑥活力とにぎわいに満ちた都市

1
①市民　と行政の連携
②保健　・福祉　・医療の充実
③教育　・　文化の充実
≧‘生活環境の整備・5）産業　　　　　　　の振興⑤都市基盤の整備！

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　． 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

修正：赤

追加：青

削除：緑
，．．，．r，＾・．幽．．．
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都市計画マスタープラン見直し検討資料く第2章）

表

題

内

容

見直し案

野田市都市計画マスタープラン素案

第2章まちづくりの目標

2－2　将来都市像

1）将来都市構造構築の基本的考え方　　　　　　　　　　　　　　．

　野田市都市訂画マスタープランにおける将来都市構造は、県が定める「都市計画区域の整備、

開発及び保全の方釦や「野田「総合計画」などめ上位計画において既に示されている、都市の

骨格となる道路や土tuag］j用の方向を踏まえて、より具体的に将来の望ましい都市の姿を明らかに

するもので七

　　したがって、将来都市構造の構築に当たっては、「野田市総介計画」で示されている都市構造・

⊥／－US’］」用の方向を、都市言1画の視点から更に深く掘り下げていく必要があります。

　　このため、新総合計画　定過程の中で頂いた市民と総合計画」議会委員の意見を尊重し、将来

都市構造を構築するための課題を抽山し、この課題に基づいて、より具1本的な将来都市構造を描

いていきま丸

凡　例

□市街地ゾーン　　　　巨幹線道路　　ロサービス核

□麟熈ゾーン　　　＝螂環欄路　［認緑地・レクリエーシ，ン鯨
［コ髄・レクリエーシヨンゾーンE亘］鉄造　　　　［コ河川

現　　行

野田市都市言1画マスタープラン

第2章　まちづくりの目標

2－2　将来都市．像

旧頁

18～19

1）将来都市構造構築の基本的考え方

　野田市都市計画マスターブランにおける将来都市構造は、県が定める「都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針」や「野田市総合計画」などの上位計画において既に示されている、都市の

骨格となる道路や上上酢ll用の方向を踏まえて、より具綱勺に将来の望ましい都市の姿を明らかに

するもので七

　　したがって、将来都市構造の構築に当たっては、「野田市総合計画」で示されている都市構造・

上地利用の方向を、都市計画の視点から更に深く掘り．ドげていく必要がありま主このため、璽

m市と旧関宿町で策定したそれぞれの’IS市計画マスタープランの倹証や市民意見を取りまとめ、

将来都市構造を構築するための課題を抽出し、この課題に基づいて、より具体的なi編肺構造

を描いていきまポ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

第2章一3

分類

修正

修正

変更及び追加理由

・ 今回の見直しに係る修正

・ 総合計画が新たに作成さ

れたため、図面を差替え

担当課

都市計画課

都市計画課

修正　赤

追加．青
削　除　　緑

14



都市計画マスタープラン見直し検討資料（第2章）

題

内

容

見直し案

野田市都市計画マスタープラン素案

第2章　まちづくりの目標

2－2　将来都市像

2）将来都市構造構築のための課題

　　当初のマスターブラン策定時における市民参加により得られた、慧見を同類の内容ごとにまと

め、そこから導き出される将来都市構造情築のための課題を整理します，

市民曽喫から敗ま．t5つくリk望まれている亡と 将来都市構造楠築のための課題

自書書と調柑Lた．1［　1ノ↓、1∫の支1．元、±．tti）！fl」用かζ望

ま事．1いますく，

市内外の移呈力に連利な交｝題休糸と、歩行者に

やさLい道路が求苗られマ：いますc．

豊かな自然に気軽に親し苗袖まちづくりが望
まねています．

皇欝欝隠煕ご蹴・・叫

惨瓢鷲竺⌒脚〕

〔灘糠舗麟享ご誰に・｜

巨麟謝・・絵一・・〕

豊かな自然、虚史、文化を求坊て隻まる人々

の出会いの割出が必要です。

趣と味わい、古きをたす㌔先入に学ぶことが
でき・Eiまちが望まれτいますc，

〕

〕

〔

　自然の中でスポーツ’レクリエーショ：：ノを渠

　し1皇・忍・まちが求1弘られて｛、、ます。

〔

　活発で、にぎやかな産業を生み出す企業など
　の育成が求坊られていますtlt

｛

未来の野田市を支える若者が育つ頂境聖備が

望まれています◇

瓢煕一…一・1
いき1．1’・きとした市民生活を∫圭れる・公共施路な

どの亮奏が望まれています、，

自然環境と調和した土地利用

多1羨な自撒と密鶴酬母〔裁てこれ
らの自然と調自］したコンパクトな市往旙也を丹絨し、

にきわいのある商業落ち着し☆住君也｝舌溌で周

辺と調和した産業によるメリハリのある」ゴ也董1用

が求められてい就

市外、市内の移動に便利で安全な
交通体系の構築

　　　　　　　　　　　　　　一樹亡道路（＊13）など他者肺と連携する広域

幹線道路（＊14）の｝劃Lと、市働也却由ナる交

通⊇交通（＊15）による蹴化などめ
解肖b曙まれているとともに、轄鍋道を始め

とした⌒による交通⌒O求め
られてい蹴
また歩行者や自罎功迦こ楽しく通苛き

るバリアフリー（＊16）に配慮した自転車・歩行

裡肋械められています、

活発な産業の育成や連携による
野田市の活性化

既存の産業の集積や千葉柏道路などのインパ

クト（＊17）を調するとともに＼∠亮纈日市
の経済を支え、かつ周辺環境ヒ誰和した商業など

｝一成やk地t或欄源嚇こよるま
ちの活閏ヒ力浬まれています。

自然、歴史、人とふれあうこと
ができる都市空間の形成

　一　　　　　　　　　　．江戸川、利根川及び柚購可に囲まれた市
街地における豊かな自然や趣のある歴史的資

源を活用し、これらの資源を満喫できる環境

の創出を進め、市民と来訪者がその環境を共

有し、自然歴史、そして人とふれあうこと
ができる者晒醐出が求められていま克

やすらぎのまちと風景づくり

自然環境と諦口した滅’ある住蹴みどリ
豊かな景観形成が求められており、市荏淋［部

にま丈、ては、にきわし嚇封並み、歴吏的な中

心市街也aよ趣のある街並みなど‡也或の待閨こ

調和した景観］城が望まれています。

現　　行

野田市都市計画マスタープラン

第2章　まちづくりの口標

2－2　将来都市像

1日頁

20

2）将＞1ξXB市構造構築のための課題

　　当初のマスタープラン策定時における市民参加により得られた意見を同類の内容ごとにまと

め、そこから導き出される将来都市構造構築のための課題を整理します、

市民鋤↑ら蹴．まちづくりk±Pまれていること

自然と網相Lたメリハ1）の．おる土」刑ll用が望

まれています。

市内タ1の移tijに便利な六適休系と　歩行者に

やきL（．i’i道路が求轟られています（，

豊かな自諮にs軽に親L坊忌ま芯づくりが蒙
まれτ〔1『・ます．V

自然頂境壱保全’活用す患、環境にやさしい
まちが望まれています▽

自諮に包まれた、のどかで澗いある住頂境づ

くりが芸まれていますt）

〔鵠＝欝・・一・〕

瞬漂舗㌶そ：禁誰・・｝

〔苔㌶鑑ご・・全・…・〕

〔豊かな自然、歴史、文化を求・tSてfま・る人々の出会いの創出が必要ですウ〕

ごξ㌶籠麟一・・1

自然（D中でスポーツ・レクリエーションを楽

し坊るまちが求路られています▽

活発で．、にぎやかな産業を生み出す企業など’

の育成が求始られていま寸。

［

　未来の野田市を支え｛hggが育つ頂博豊備が

　望まれています◇

〔

　市民と行政の鳩勘作業によ・るまさづくりが求
　瑳られfいます“

ご議㌶署欝韻t”・蹴〕

将来都市構造構築のための課題

自然環境と調和した土地利用 1

多様な自羅競と密接瀦縮凱識てこれ
らの自然と調F口したコンワ汐トな市往弛を形成し

にきわいのある蹴落ち着いた「ヨ詫地｝舌発で周

辺と調和した産業によるメリハリのある土暗1用

が求められていま克

市外、市内の移動に便利で安全な
交通体系の構築

一

千葉忙道路（＊13）など他都市と連携する広1或

幹線道略（＊14）の掛ヒと、市静胸識ナる交

通端や通過交通（＊15）による繍ヒなどの
解肖が望まれているとともに凍摘吉鉄道を始め

とした一こよる交轍ぷめ
られてい蹴
また頻渚や印迂助醐ζ楽しく通庁でき

るバリアフリー（＊16）に配憲した巨転車・歩行

灘跡球められていま克

〉 活発な産業の育成や連携による
　　　野田市の活性化

　’
－r

既存の産業の集積や千葉柏道路などのインバ

クト（＊1ア）葛甜ヨするとともに、令纈田市

の経済を支え、カつ周辺環境と調ξ口した商業など

活発な産業の育成や、地域塙工こよるま
ちの甜ぱ浬まれてい就

自然、歴史、人とふれあうこと
ができる都市空間の形成

江戸川、利根川及び利オ購可に囲まれた市

街地における豊かな自然や趣のある歴史的資

源を活用し、これらの資源を満喫できる環境

の創出を進め、市民と来訪者がその環境を共

有し、自然歴史、そして人とふれあうこと
ができる都市空勤§1出が求められてし、ま克

やすらぎのまちと風景づくり
1

自然環境と調和した、潤し鮪撒みどり
豊かな景観円励球められておリ、市1封仲じ部

にま礼、ては、にぎわいの矧圭1並杁歴史的な中

心市御也召よ趣のある街並みなど》也或功寺閨こ

≡凋和した景酷肝術b連まれています。

第2章一4

分類 変更及び劃川理山

15

担当課



都市計画マスタープラン見直し検討資料（第2章）

見直し案 現　　行

野田市都市計画マスターブラン素案 野田市都市計画マスタープラン lH頁
表題

第2章 まちづくりの目標 第2章 まちづくりのU標
分類 変更及び勘［牌由 担当課

21

2－2 将来都市像 2－2 将来都市像

3）将来都市構造 3）将来都市構造

前項の課題に対応した将来都市構造を†酷築するには、自然瑳撹の保全や良好な居庄空間を創出 前項の課題に対応した将来都市構造を構築するには、自然環境の保全や良好な居住空間を創

するためのゾーンの形成、にぎわいや活力を生み出すための拠点の形成、地域間や市内での連携 出するためのゾーンの形成、にぎわいや活力を生み出すための拠点の形成、⊥』城間や市内での

を強化する広域的な交通の軸などが必要となりまず，これらのゾーン、拠点、軸を適正に配置す 連携を強化する広域的な交辿の軸などが必要となります、これらのゾーン、拠点、 軸を適rEに

るとともに、 東京直結鉄道や「葉伯道路のインパクトを念頭に置きながら、これらの将来都市構 配置すると ともに、 東京直結鉄道やr葉柏道路のインパクトを念頭に置きながら、 これらの将

造を構成する要素とその内容を整理しま仁 来都市構造を構成する要素とその内容を整理し圭す。

将来都市構 将来都市 将来都市構 将来都市

　造構

築のための

構造を

構成する
各ゾーン、拠点、軸の内容 　造構

築のための

構造を

構成する
各ゾーン、拠点、軸の内容

灘 要素 罐 慕

これまでの発展の経緯や市往冒ヒの動向などを踏まえ、野田地域は、主に国道1 これまでの発展の経緯や市i矧ヒの動向などを踏まえ、野田地域は、 主に国道1

市街地 6号以西を市街地ゾーンとして位置付け、豊かな自然環境や歴史的資源と調和 市街地 6号以西を市街地ゾーンとして位置付け、豊かな自然環境や歴史的資原と調和

した市i頚也万形成を図リます。また、関宿地域においては、関宿北部地区と関 した市街地の形成を図ります。また、関宿地説こおいては、関宿北部地区と関

ゾーン 宿中部地区において面的な整備が行われている地或を市街地ゾーンとして位 ゾーン 宿中部地区において面的な整備が行われている地或を市街地ゾーンとして位

置付けます。 置付けます。

野圧地域は、主に国道16号以東を都市における農業振興ゾーンとして位置付 野田也或ま、主に国道16号以東を都市における農業振興ゾーンとして位置付

農業振興 け、農業環境の保全を図ることはもとより、市民の憩いの場の提供のため、農 農業振興 け、農業環境の保全を図ることはもとよリ、市民の憩いの場の提供のため、農

地・緑地などの多様な自然資源をいかしたみどり豊かな空胡多成を図リます。 地・緑地などの多様な自然資源をいかしたみどり豊かな空間形成を図ります。

内 ゾーン また、関宿地或こおいては、河川沿いに広がる優良な一団の農地の保全を図リ ゾーン また、関宿地域においては、河川沿いに広がる優良な一団の農地の保全を図リ

容 自然環境と ます。 自然環境と ます。

調F日した土 調和した土

地Fl用
野田市駅、愛宕駅周辺を、全市及び広域を対象とする商業機能や、東京直結鉄

道のインパクトを利用し嚇己節機能（＊18）の役害りを担う広域的な性格を

もった拠点として位置付けます。

地ξ1用 野田市駅、愛宕駅周辺を、全市及び広域を対象とする醐幾能や、

道のインパクトを利用した交通結節機能（＊18）（所曼割を担う広域的な性格を

もった拠点として位置付けます。

東京直結鉄

広域拠点

【野田市駅周辺

既存の伝統産業を保全・活用し、魅力的な景観形成を図るとともに、商業・

業務など各種サービス機能や駅前広場駐輪場などの都市機自∈の集積とあわ

せ、回遊性のある野田市の中心としての都市空『醐多成を図リます。

広域拠点

【里細市駅周辺

既存の伝続産業を保全・活用し、魅力的な景観形成を図るとともに、

業務など各種サービス機能や駅前広場．駐輪場などの都市機自旨の集積とあわ

せ、巨遊性のある野田市の中心として四肺空間の形成を図ります。

商業・

【愛宕綱辺
【愛宕駅周辺】

周辺の市街地整備と一体的な商業・業務機能の集積と駅前広場や駐輪場などの

整備を推進するとともに、だれもが快適に暮らせる市街地研多成を図リます。

周辺の市街地整備と一体的な商業・業務機能の集積と駅前広場や駐輪場など

の整備を推進するとともに、だれもが快適に暮らせるコンパクトな市街地の

形成を図リます。

削除 ・ 文言整理 都市計画課

修正　赤

追加　青
　

削　除　緑

第2章一5
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第2章）

見直し案 現　行
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタ…プラン 旧頁

表題

第2章 まちづくりの目標 第2章 まちづくりの目標
分類 変更及び追加理由 担当課

22

2－2 将来都市像 2－2 将来都制象

将来者肺構

造構築のた

めの課題

将来都市

構造を構

成する要

　素

各ゾーン、拠点、軸の内容

将来都市構

造構築のた

めの課題

将来都市

構造を構

成する要

　素

各ゾーン、拠点、軸の内容

川間駅、梅姻駅周辺、関宿中央ターミナル・関宿支所周辺を、地蝋主民の日
9 川間駅、梅郷駅周辺、関宿中央ターミナル・関宿支所周辺を、地螂主民の日

常生活を支える商業サービスや交通結節機能を備えた地或の拠点として位置 常生活を支える商業サービスや交通結節機能を備えた地或の拠点として位置

付けます， 付けます。

ml問訪凋辺 Ul間駅周辺】

駅前広場や，駐輪場などの都市施設の整備を推進するとともに、者肺機能の集 駅前広場や駐輪場などの都市施設の整備を推進するとともに、都市機能の集

自然環境と 積による禾1梗性の高い拠点形成を図ります。 自然環境と 積による禾「硬性の高し蜘点彫成を図ります。

調和した土 ±也或拠点

【梅郷蜘司辺
調和した土 地國処点

【梅郷訳周辺
地Fl用

南の玄関口として、駐輪場などの周辺の市街地整備とあわせた商業集積を図 継1帽 南の玄関口として、駐輪場などの周辺の市街地整備とあわせた商業集積を図

るとともに、者肺機能の集積による禾梗1生の高い拠蔚杉成を図リます。 るとともに、都市機能の集積による禾1硬性の高い拠点形成を図ります。

【関宿中央ターミナル・関宿支所周辺 【関宿中央ターミナル・関宿支所周辺】

関宿地域の中心として商業業務地の形成を図るとともに、土地過里事業 関宿地或の中心として商業業務地の形成を図るとともに、土地区画整理事業

によリ落ち着きのある街並みと調和した住宅市御也としての拠点形成を図り によリ落ち着きのある街並みと調和した住宅市街地としての拠点形成を図リ

ます。 ます。

南北方向の広域的襯泉道路である、国道↑6号を南北軸として位置付け、 南北方向の広域的な幹線道路である、国道16号を繭博由として位置付け、

越昆雑緩1日のため、機能強化（千葉柏道路の早期整1葡を促進します。あ 交通混雑緩和のため、機§壌化（千葉柏道路の早其瀦葡を促進します。 あ

内 南北軸 わせて、主要地方道結城野田線、我孫子関宿線及び市道山崎野田線を南北方 南北軸 わせて、主要地方道結城野田線、杜醐日線（市道山崎野田線）、我孫子関宿
修止 ・松戸野出線（市道山崎野 都市計画課

一

　　　　　　　　　　　　　　一・容 向に形成された市往弛の各拠点を短時間で結ζ移繊由として形成を図りま 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一一線を南北方向に形成された市街地の各拠点を短時間で結ぶ移動の軸として形
田線） は、H24年4月に市

す。 成を図リます。 に移管されたため

東西方向の広域的な幹線道路である、主要地方道つくぱ野圧線、越谷野璃泉、 東西方向の広域的な輪泉道路である、主要地方道つくば野田線、越谷野圧線、

市外、市内 野田牛久線、境杉戸線バイパス（都市計画道路台町元町線）及び→1量県道岩 市外、市内 野田牛久線、境杉戸線バイパス（都市計画道路台町荊］線）及び→投県道岩

の移動に便

利で安全な
輌 井関宿野田線を東西軸として位置付け、交通混雑緩和のため、機能強化を確

保します。また、首都圏中央連絡自動車道の整備とあわせて、東西方向の拠

点や市街地を短時間で結詩麺の柚としての道路の整備を促進します。

の移動に便

利で安全な
輌 井関宿野田線を東西軸として位置付け、交通混雑緩和のため、機能治化を確

保します。また、首都圏中央連絡自動車道の整備とあわせて、東西方向の拠

点や市街地を短時間で結詩鍾放軸としての道路の整備を促進します。

交通体系の 交通体系の

構築 都市計画道路山崎吉春線、今上木野崎線及び市道船形吉春線、主要地方道松 構築 都市計画道路山崎吉春線、今上木聯泉及び市道船形吉春線、主要地方道松

環状軸
戸野田線（十部の区間）、我孫子関宿線（一部の区間）などを環樽由として位

置付け、市街地内への通過交通を排除するとともに、地区間の移動の軸とし
環状軸

戸野田線（一部の区間）、我孫子関宿線（づ部の区間）などを環樽由として位

置付け、市御也内への通過交通を榔余するとともに、地区間の移動の軸とし

ての形成を図ります。 ての形成を図リます。

公共交通 東武野田線を公共交通の軸として位置付け、連続立体交差事業による高架化
公共交通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
東武野田線を公共交通の軸として位置付け、連続立体交差事業による高架化

軸
及びそれを契機とした複線化を促進します。また、市民の通勤、通学等日常

軸
及びそれを契機とした複線化を促進します。また、市民の通勤、通学等日常

生活の利便性の向上に向けて、東京直結鉄道の整備を促進します。 生活の利便性の向上に向けて、東京直結鉄道の整備を促進します。

修正　赤

追加　青

削　除　緑

第2章一6
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第2章）

見直し案 現　　行

野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁
表

題
第2章 まちづくりの口標 第2章 まちづくりの目標

分類 変更及び追加理山 担当課
23

2－2 将来都市像 2－・2 将来都市像

将来都市構 将来都市構 将来都市構 将来都市構

造構築のた 造を構成す 各ゾーン、拠点、軸の内容 造構築のた 造を構成す 各ゾーン、拠点、軸の内容

めの課題 る要素 めの課題 る要素

【中里工業団地】 【中里工業団地】

中里工業団地については、周辺の自然環境に配慮した産業拠点とし、川間 中里工業団地については、周辺の自然環境に配慮した産業拠点とし、 川間

地区における職住近接のまちづくりのために就業の場を確保します。 地区における職住近接のまちづくりのために就業の場を確保します。

【南部工業団地、野田工業団地】 【南部工業団地、野田工業団地】

南部工業団地、野田工業団地は、東京理科大学に隣接する立地条件をいか 南部工業団地、野田工業団地は、東京理科大学に隣接する立地条件をいか

活発な産業 し、産学官交流のある産業拠点として形成を図ります。 活発な産業 し、産学官交流のある産業拠点として形成を図ります。

の育成や連 の育成や連
携による野

田市の活性

化

産業拠点 【泉地区】　

泉地区は、国道16号沿道の利便性をいかした土地利用を図り、良好な操

業環境を創出しつつ、周辺環境との調和に配慮した良好な産業拠点の形成

携による野

田市の活性

化

産業拠点 【船形地区】

船形地区は、国道16号沿道の利便性をいかした土地利用を図り、

操業環境を創出しつつ、周辺環境との調和に配慮した良好な産業拠点の形

良好な

・

φ

宇名変更による修正

字名変更による修正

都市整備課

を図ります。 成を図ります。

【関宿はやま工業団地】 【関宿はやま工業団地】

関宿はやま工業団地は、北関東及び東北方面へのアクセス（＊19）に優れ 関宿はやま工業団地は、北関東及び東北方面へのアクセス（＊19） に優れ

た立地性をいかし、産業基盤の充実・強化や地域結斉の活性化及び雇用の た立地性をいかし、産業基盤の充実・強化や地域経済の滴生化及び雇用の

確保等を図ります。 確保等を図ります。

緑地レクリ 利根川、江戸川及び利根運河沿いの広大な自然環境の下、自然に親しみなが 緑地レクリ 利根川、江戸川及び利根運可沿いの広大な自然環境の下、自然に親しみなが

エーション 　　　　　　　’ら多様なスポーツ、レクリエーション活動の場として位置付け、サイクリン エーション ら多様なスポーツ、レクリエーション活動の場として位置付け、サイクリン

ゾーン グ道路などの整備充実を促進します。 ゾーン グ道路などの整備充実を促進します。

内

容 【中央の杜】
【中央の杜】

中央の杜を野田市のみどりのシンボルとして位置付け、市民と行政の協働
中央の杜を野田市のみどりのシンボルとして位置付け、市民と行政の協動

による山林の保全に努めるとともに、市民の1肚意識の醸成を推進します。
による山林の保全に努めるとともに、市民の郷土意識の醸成を推進します。

【里硫姶公董匿回
【里硫一辺

自然の中での多様なスポーツ、レクリエーションの場として位置付け、施
自然の中での多様なスポーツ、レクリエーションの場として位置付け、施

設の整備を推進するとともに、周辺の山林などの自然環境の保全・活用を
自然、歴史、 設の整備を推進するとともに、周辺の山林などの自然環境の保全・ 活用を

図ります。
人とふれあ 図ります。

自然、歴史、
うことがで

人とふれあ

うことがで

きる都市空

間の形成

緑地レクリ

エーション

【野田市関宿総合公園】

多様なスポーツ、レクリエーションにより市民の交流を深める場として位

置付け、スポーツの振興を図ります。

きる都市空

間の形成

緑地レクリ

エーション

拠点

【野田市関宿総合公園】

多様なスポーツ、レクリエーションにより市民の交流を深める場として位

置付け、スポーツの振興を図ります。

拠点 【野田市スポ⊆ツ公園】
【野田市スポーツ公園】

自然とふれあうことができるスポーツ、レクリエーションの場として位置
自然とふれあうことができるスポーツ、レクリエーションの場として位置

付け、自然の中での多様なスポーツや自然教育に対応した施設の整備を推
付け、自然の中での多様なスポーツや自然教育に対応した施設の整備を推 修正　赤

進します。
進します。

追加　青
　

【関宿にこにこ水辺公園】
【関宿にこにこ水辺公園】 削　除　緑

利根川、江戸川の分岐地点に位置する関宿城博物館を中心とした広域的な
利根川、江戸川の分岐地点に位置する関宿城博物館を中心とした広域的な

レクリエーション需要を満たす緑地として保全及び利用を推進します。 レクリエーション需要を満たす緑地として保全及び利用を推進します。　　　　　　　　　・

にうのとりの里周辺】
一一

コウノトリをシンボルとした生物多様性（＊20）の取組等を充実、発展さ 追ノ川 ・総合計画との整合を図る みどりと水の
せ、自然環境の保全、再生、利活用を推進します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一 ため まちづくり課

第2章一7
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第2章）
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めの課題 る要素

利根川、江戸川及び利根運河の広大な水辺空間を「水の軸」として位置付け、
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報告第2号　野田市都市計画マスタープランの見直しについて（報告）都市計画マスタープラン策定スケジュール都市計画審素案日｛作成住民説明会パ只都プリ市ツク計，ヲ‘　ン画日　ト結審果讃議生口　△　　　コ竃案作成都市計画審｝1議会　諮間口主管者会；議A決定星市ホ1ムペいジ等で公表1月12日1月26日4月　8月3日　8月〜IO月　　11月　12月　H301月　2月　3月　　　　予定　　　　予定　　予定　　　予定　　予定　予定都市計画マスタープラン（素案）　主な見直し箇所について1　上位計画との整合�@　総合計画との整合　○　人口・　将来都市像、基本目標と整合　○　コウノトリの野生復帰を追加　○　心のバリアフリーを追加�A　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針との整合　○　都市計画道路の長期未着手路線の検証を追加　　一一P8・13−−P18・19・33　　　　−−P39一一P282　時点修正等にっいて�@　新規事業の追加　○　新清掃工場の施設整備　O　親野井地区から木間ケ瀬地区及び桜木地区の排水対策�A　東京直結鉄道関連の修正（推進の表現を強化する）�B　事業完了による削除等　○　次木親野井土地区画整理の完了（P68）、　　（P27・60）　、　　　　　　一一P33−−P41・49・55・70　　　　　　−−P26　　　　　　　　　　　　　次木古布内線（P68）、川間駅前広場座生川調節池のスポーツ広場（P48）等の整備完了による記載の削除3　新たな課題への対応�@　広域道路ネットワークの波及効果などによる開発ポテンシャルの高い地域の活性化　○　市街化調整区域の土地利用方針の位置付け　○　市街化調整区域の都市的土地利用を推進する制度活用を位置付け�A　景観計画への取り組み　○　景観条例やルール作りの位置付けを強化　○　景観形成の誘導方針を追加�B　新規事業への対応　O工業団地の造成等　○道の駅等の整備　○子ども館・老人福祉センターの整備　　一一P24−−P75・78一P37−−P38一一P21・23−P43・44　　−P40はじめに第1章　野田市の現況と特性第2章まちづくりの目標第3章　部門別方針第4章　地区別構想第5章　実現化への方針用語集都市計画マスタープラン見直し検討資料（はじめに）見直し案現　行野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスターブ．ランlH頁担当言果表題はじめにはじめに分類1変更及び追加理由中表紙中表紙　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に　　　．ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン／　　　　　　　　−．一．一．．．一・一、・・一　一「「一一Ar　一　、，．A−L・＿都市計画マスタープラン策定の背景や他の計画との関係、マスタープランの役割、構成などについて整理しています。・＿一　　　．　　一　一．　　　　　　　　．．．』＿．．／［＿＿　　　　　　　　　　　　　　．一＿，一一　都市計画マスタープラン策定の背景や他の計画との関係、マスターブランの役剖、構成などにっいて整理しています。　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　、は　じ　め　に　　　ノ1　　　　　　　　　　　　　　　「／　　　　　　一一一一一一一一1　策定の背量2　位置付けと役割3　策定・見直しの経緯4　都市計画マスタープランの構成1策定の背景2　位置付けと役割3　策定・見直しの経緯4　都市計画マスタープランの構成内容Aはじめに一11都市計画マスタープラン見直し検討資料（はじめに）見直し案現　行表野田市都市計画マスターブラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁題はじめにはじめに分類変更及び追加理由担当課1〜21，策定の背景1．策定の背景1）都市計画法に基づくマスターフラン制度1）都市計画法に基づくマスターフラン制度平成4年の都市言1画法改正により、「市町村の都市計画に関する基本的な方針」、いわゆる「市平成4年の都市計画法改正により、「市町村の都市言1画に関する基本的な方針」、いわゆる「市町村マスターブラン」の制度が創設されました。町村マスターブラン」の制度が創設されました．．これにより住民に最も近い立場にある市町村が、その創意工夫の下に住民の意見を反映させなこれにより住民に最も近い立場にある市町付が、その創意工夫の下に住民の意見を反映させながら、都市のあるべき将来像やまちづくりの方向性を分かりやすく示す、都市計画の基本的な方がら、都市のあるべぎ彫周象やまちづくりの方向性を分かりゃすく示す、都市計画の基4く的な方針づくりが法的に位置付けられました，斜づ’くりが法的に位置f寸けられました、．市町村の都市計画に関する基本的な方針（都市言｜画法抜枠）市町村の都市計画に関する基本的な方針（都市計画法抜〕�拒�18条の2　市町村は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基本構第18条の2　市町村は、議会の諦央を経て定められた当該市町村の建設に関する基本構想並びに都市言i画区域の整備、開発及び保全の方針に即し、当該市田1村の都市計画に関想並びに都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に即し、当該市町村の都市計画に関する基本的な方針（以下この条において「基本方針」という。）を定めるものとする。する基本的な方針（以下この条において「基本方針」という。）を定めるものとする。2　市町村は、基本方針を定めようとするときは、あらかじめ、公聴会の開催等住民の意2　市町相よ、基本方針を定めようとするときは、あらかじめ、公聴会の開催等住民の意見を反映させるために必要な措置を講ずるものとする。見を反映させるために必要な措置を言網主るものとする。3　市町村は、基本方針を定めたときは、遅滞なく、これを公表するとともに、都道府県3　市町柑ま、基本方針を定めたときは、遅滞なく、これを公表するとともに、都道府県知事に通知しなければならない。知事に通知しなければならない。4　市町利が定める都市刮画は、基木方針に即したものでなければならない。4　市田］村が定める都市計画は、基本方針に即したものでなければならない。2）野田市都市言輌マスタープラン策定の目的2）野田市都市計画マスタープラン策定の目的野田市総合計画（＊1）1丈市民参加の下に策定された総合的なまちづくりの指針となってお野田市総合計画（＊］）は、市民参加の下に策定された総合的なまちづくりの指針となっており、将来都市像を「一ノご‘二‥な：）L［」壇三1，を±．L’、に±、竺‘、、い・」」⊥：一口Ui．！・�dれろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一］‘‘ノり、〕挟都市像を「1　　　　　1　　｜　　＿　Lt　＿　　ノ　　　‘　上　　｜　l　l　　　｛　：　：　＿　　　　t　　」　　｝　　　　［　　　　　　　「　’　　　　　と　　　　　としド丁1・総合司画と整合させ、修企画調整課口」［口⊥．�dノ・る旦」としています。ています三正都市計画課今後は、この将来都市像の実現に向けて、これまで以上に市民と行政の協働作業によるまちづ今後は、この将来都市像の実現に向けて、これまで以上に市民と行政の協働作業によるまちづ内くりが必要となります。くりが必要となります，容こうした中、総合計画に示される将来都市像を都市刮画の分野において具体化するため、「野こうした中、総合計画に示される将来都市像を都市計画の分野において具体化するため、・1［卜｜‘加・吋点修正都市計画課田市都市言画マスタープラン」を唖い一1．．，1：。川llll．、．．・1’・・Ll」llべ」1、．「野田市都市計画マスタープラン」を剃二L引た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一．一一．一1劇・3）野田市都市計画マスタープラン見直しの背景3）野田市都市計画マスターフ．ラン見直しの背景千葉県は、］’止二8｝「旦」L都市計画マスタープランの上位計画である「都市計画区域の整備、千葉県は、Ukユgil：山⊥⊥」lr川』］止司凹週1殿Uil［［碗｜111」，］L山区堕竺1ロニL、都市言1画マス・見直しの基本的な背景を都市計画課開発及び保全の方針」（＊2）の見直しを行いましたまた、市では．「成2SlL．厚，1バ，．ぺ”　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−．一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一1．タープランの上位計画である「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」（＊2）の見直しを行1蔭Ir修正こ川1．い「野田市総合計画」三．一遮士Lました。いました。また、市では．口・！：1！｝｛U・2！1L二「野田市総合言1画Fl唖：L．こll］いました・見直しの基本的な背景を企画調整課このような背景を踏まえ、！』，旦ド」な』川岨・古・1・‘’と吐エ旦dh・と．⊥．一川1．1ロト山L：山¶ぶを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一・　　　　　　　　　　　　　　　．このような背景を踏まえ、野川LlL亙口・1！．1凹rl川で也じL！．．一三．｝」ぞ］Llり†i［11j祠画・1い！．J　一ア　、修Il・修正L坦、ll」『剋劇4基・｛ごL⊥ろ形で見直しを行いました。二逼垣1・・、形で見直しを行いました。、修正：赤追加：青三　　．　　　　　　　．　τi削　除　緑はじめに一22都市計画マスタープラン見直し検討資料（はじめに）見直し案現　行野田市都市計画マスターブラン素案野田巾都市計画マスタープランlH頁変更及び追加理由担当課表題はじめにはじめに分類2．位置づけとf賠ll2．位置づけと綴割3ユ）野出市都市計画マスタープランの位置付け　野m市都市計画マスタープランは、市の建設に関する基本構想である「野田市総合刮画」と千葉県が定める広蜘勺なまちづくりの言1画であろ「都市計画因或の整備、開発及び保全の方釦に即して（矛盾しないように）策定しました。．　また、関連する個別部門計画と整合を図るとともに、パブリックコメント（＊3）や住民説明会を実施し、市民の意見を．卜分に反映して策定しました。」）野m市都市計画マスタープランの位置付け　野田市都市計画マスタープ．ランは、市の建設に関する基本構想である「野「「耐総合計画」と千葉県が定める広域’白なまちづくりの計画である「都市言1画区域σ）整備、開発及び保全の方釦に即して（矛盾しないように）策定しました．　また、県！！姐巾那弧［ll蹴：�cZニノ．�c，を基本．≒．1パ．．旧関制リ：都r嗣：「！⊥1！ヱス．�c一・7．？烈！｛団数口な．も口を！区｛！ノ＼〕．↓，．．∫さ．C，�dに関連する個別部門言1画と整合を図るとともに、パブリックコメント　（＊3）や住民説明会を実施し、市民の意見を十分に反映して策定しました。ilirl除都市計画課千葉県が定める「都市計画区域の整備、開発及び保　全の方針」野田市総合計画（新市建設計画）千葉県が定める「都市計画区域の整備、開発及び保　全の方針」野田市総合計画（新市建設計画）・見直しの基本的な考え方を修正、即す　即す基本個別部門計画個別部門計画1野田市都市計画マスタープラン都市計画に関する基本的な方針野田市都市計画マスタープラン都市計画に関する　　　的な方針1整合市民意見の反映市民参加一一．一・　　　　　　　　　　　　　　　　　市民意見の反映　　　　　　　　　　　　　号市民参加内容都市計画の決定ll　O年都市計画の決定li｜1「　0年一1くコ1．総合的・一体的なまちづくりの推進総合的・一体的なまちづくりの推進｜2）野m市都市計画マスタープランの役割　野田市都市計画マスタープランは、以下のような役割を持つものてヨニ　　（1）目標年次を平成34年（2022年〉として、平成14年の策定時からおおむね2　　　後の都市の将来都市像や、まちづくりの方ll’i性を明示して、市民と行政との共通の方針と　　　なります。　　（2）野田市の都市計画を決定・変更する際の根拠となります。　　�B地区ごとのまちづくりを進めていくための方針となりま七　　（4）関連する他分野、個別部門計画との連携による、総合的・一体的なまちづくりを進める　　　ための方針となります三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2）野m市都市計画マスタープランの役割　野田市都市計画マスタープランは、以下のような役割を持つもので℃　　（1）目標年次を平成34年（2022年）として、平成14年の策定時からおおむね2　　　後の都市の将来都市像や、まちづくりの方向性を明示して、市民と行政との共通の方針と　　　なります。　　（2）野田市の都市計画を決定・変更する際の根拠となります。　　�B地区ごとのまちづくりを進めていくための方針となりま丸　　（4）関連する他分野、個別部門計画との連携による、総合的・’体的なまちづくりを進める　　　ための方針となりま丸修正：赤追加．青削　除：緑．はじめに一3・3都市計画マスタープラン見直し検討資料（はじめに）見直し案現　行野田市都rh計画マスタープラン素案野出市都市計画マスタープラン旧頁表題はじめにはじめに分類変更及び追加理山担当課3．策定の経緯3．策定の経緯41）都市計画マスタープランの策定の経緯　野田市都市計画マスタープランの策定に当たっては、学識経験者や庄民代表等による策定委員会を組織し、全｛村祷想や地区別構想にっいて検討を行い、都市計画マスタープランの素案を1乍成　しました、．　策定委員会において作成した地区別構想や素案にっいては、地区別懇談会等で意見募集を行い、市民意見を踏まえて、都市計画マスターフランの案を作成しました、　その後、野田市都市計画審議会の議を経て、平成］4年8月に野田市都市言1画マスタープランを策定しました。　また、旧関宿町1こおいては、平成13年3月に、「関宿町都市計画マスタープラン」を策定し、平成15年6月の合併後は、それぞれの都市計画マスタープランを機能させてきましたが、平成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）都市計画マスタープランの策定の経緯　野出市都市言1画マスタープランの策定に当たっては、学識経験者や住民代表等による策定委員会を組織し、全体構想や地区別構想について検討を行い、都市計画マスタープランの素案を｛乍成　しました。　策定委員会において作成した地区別構想や素案にっいては、地区別懇談会等で意見募集を行い、市民三視を踏まえて、都rh計画マスタープランの案を作成しました。　その後、野田市都市計画審議会の議を経て、平成14年8月に野出市都市言1画マスタープランを策定しました。　また、10関宿町においては、平成13年3月に、「関宿1‖r都市計画マスタープラン」を策定し、平成15年6月の合併後は、それぞれの都市計画マスタープランを機能させてきました。2）都市計画マスタープランの見直しの経絆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19年に行った「野田市　21午i2月に統合するかたちで見直しを行いまLた，2）都市計画マスタープランの見直しの経緯　野m市都市計画マスタープランの見直しに当たっては、平成23年度から27年度に行った野田市都市言1画マスタープランの見直しに当たっては、平成18年、追lll1修正・今回の見直しに係る修正と追加・今回の見直しに係る修正と追加都市計両課都市計画課内容「野rrl市総合計蜘の策定に際していただいた、市民のまちづくりに対する意見を尊重するとともに、E位計画との整合を図り、庁内に検討委員会を設置して、都市計画マスタープランの素案を作成しました。　素案については、’1城29年8月から10月にかけて行った、庄民説り1会やパブリックコメントで出された市民意見を踏まえて、検討委員会において都市計画マスタープランの案を作成しました。　その後、野田市都市計画審議会の議を経て、平成30年2月に新しい野田市都市計画マスタープランを策定しました。総合計画」の見直Lの際にいた拭・た、市民のまちづくりに対する意見を尊重するとともに、卜位計画との整合を図り、庁内に検討委員会を設置して、都市計画マスタープランの素案を作成しました。　素案については、平成21年2月から3月にかけて行った、住民説明会やパブリックコメントで出された市民意見を踏まえて、検討委員会において都市言画マスタープランの案を作成しました。　その後、野田市都市計画審議会の議を経て、平成2⊥年12月に新しい野m市都市計画マスタープランを策定しました。修正：赤追加：青削除1緑．．．．．＿・はじめに一44都市計画マスタープラン見直し検討資料（はじめに）見直し案現行野出市都市言1・画マスターブラン素案野田r砧il市計画マスタープラン旧頁表題はじめにはじめに分類変更及び追加理山担当課4，都市計画マスタープランの構成4．都市計画マスターフランの構成5野田市都市計画マスタープランは、下図のとおり、「全体構想」、「地区別構想」、「実現化への方野出市都市計画マスタープランは、下図のとおり、「全1イ精想」、「地区別構想」、「実現化への方針」の三っを主体として構成しています。針1の二つを丁体として構成していまれ全体構想は、市全体の現況と特1牛を踏まえた上で、まちづくりの目標や将来都市構造を明らかに全体構想は、市全体の現況と特性を踏まえた上で、まちづくりの目標や将来都市構造を明らか1こし、これらを実現するために必要な個別の部川ごとに基本的な方針を示しています。し、これらを実現するために必要な個別の部門ごとに基本的な方針を示しています，地区別構想は、市域を市民に身近な9地区に区分し、各地区ごとに現況や課題を踏まえた上で、地区別構想は、市域を市民に身近な9地区にlX：分し、各地区ごとに現況や課題を踏まえた上で、各地区の特性に応じた将来像やまちづくりの基本目標を設定し、これらを実現するための基本的な各地区の特1生に1，己ミじた将来｛象やまちづくりの．基本目標を設定し、これらを実現するための基本的な方針を示していまポ方針を示しています。実現化への方鉗ま、本マスタープランを実現するための、基本的な考え方や取組の方針を示して実現化への方針は、本マスターフ．ランを実現するための、基本的な考え方や取組の方針を示しています。います。野田市都市計画マスタープラン野田市都市計画マスタープラン全体構悲地区別構莚i全体構悲地区別構莚1i第1章野田市の据兄と特性第4章地区男1購想第1章野田市の現況と特性第4章地瑚1騰想1−1まちつくりσ緯毒十1中央也区まちづくり構想Hまちづくりの経緯4−1中兜也区まちづくり構想1−2現況と特1生4二2東音「剛区まちづくり構想11−2現況と特性4二2東部地区まちづくり‡轍目第2章　2−1　2−2まちづくりの目標将来者肺橡と基本目標将来者肺精造4≒3南部地区まちづくり構想牛4　北部姻区まちづくり構想牛5　川「計也区まちづくり構想牛6　福田地区まちづくり構想第2章　2−1　2−2まちづくりの目標将来苔肺像と基本目標将来都市構造14弓　南部地区まちづくり構想牛4北部也区まちづくり構想牛5　川間地区まちづくり構想牛6　福田地区まちづくり‡蕎具内第3章部ヨ捌方針4−7螂賠障也区まちづくり構想第3章部F捌方針4−7関宿北部地区まちづくり構想容3−1都市と自然力朝和したまちづくり4田　関宿中部也区まちづくり構想3−1都市と自然頒1訴口したまちづくり4田　関宿中離也区まちづくり構想3−2安全で快適な交通環境づくり牛9　関宿南部地区まちづくり構想3−2安全で快適な交通環境づくり牛9　関宿南部地区まちつくり構患3−33−4水やみどりを大切にしたまちづくり〕鯛こやさしいまちづくり名地醐額蜘）よう時繊し就3弓3−4水やみどりを大切にしたまちづくり環境にやさしいまちづくり各蹴想蜘）ように｝鍼しま克3−5ゆとりある劣舌を送れる環境づくりD地区（梛兄3玉ゆとりある生活を送れる環境づくりD地区の現況3−6資源をいかした風景づくり2）地区の課題H資源をいかした風景づくり2）地区の課題13−7安心して暮らせるまちづくり3）地区の］鞠象3L7安心して暮らせるまちづくり3）地区の将来像13田災害に強い安全なまちづくり4）まちづくりの基本目標3−8災害に強い安全なまちづくり14）まちづくりの基本目標臼野田市を濯喫できる環尭づくり5）まちづくりの方針’卸野田市を瀞契できる環境づくり5）まちづくりの方針11修正：赤実現化への方金実現化への方金1圭追加；目第5章実現化への方針1第5章実現化への方針削除：緑与1パートナーシップ（＊4）（協�Sによるまちづくりの推進5−1パートナーシップ（＊4）（協動によるまちづくりの推進巳実卿）ための取組1枯ll卜2巽郵Dための聯副柿‖15−3開発許可帯疲の活用一1助μ・市街化調整区域での地区都市計画課計画制度の活用を位置づ1けるためはじめに一55都市計画マスタープラン見直し検討資料（第1章）見直し案現　行野田市都市計画マスターブラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁表題第1章野田市の現況と特性第1章野田市の現況と特1生分類変更及び追加理由担当課IlI表紙中表紙1第1章系、　　　　　　　　　　　第1章　野田市の現況と特性　　／ノ　　一　　　　　　　　　．．一．’・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．一．　　野田市の現況と特卜生この章では、野田市の位置的な条件や現在に至るまでの発展の経緯とともに、．1二⊥断1」用、交通体産業などの現況や特性を整理しています。　一‘1系、　　　　　　　　　　　第1章　野田市の現況と特性　　一　　　　　　　　　　　　　　　・第1章　野m市の現況と特性　この章では、野m市の位置的な条件や現在に至るまでの発展の経緯とともに、十地利用、　　産業などの現況や特1生を整理していま仁一　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ’　　　　　　　　　　　　　　　　　，”ノ　　　　　　　一，F　　　　　　　　　　　　　　　　　　交通体1−1　まちづくりの経緯1−2　現況と特性1−1　まちづくりの経緯1−2　現況と特「生内容第1章一16都市計画マスタープラン見直し検討資料（第1章）見直し案現　　行野田巾都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスタープラン1日頁表題第1章野m市の現況と特1生第1章野m市の現況と特比分類変更及び追加理由担当課1−1　まちづくりの経陣1−1　まちづくりの経緯7〜81）立地条件1）立地条件野出市は、千葉県北西部に位置し、東京都心から約30km、県庁所在地千葉rhから約45k野田市は、丁葉県北西部に位置し、東京都心から約30km、県庁所在地千葉市から約45kmのR鴎旧こ位置していま『仁．mの距離に位置しています．北はπ霞町・境11「（茨城県）、幸手市（埼干県）、南は流山市・粕市＼東は坂東市・常総市・守北はril霞町・境町（茨城県）、幸手市（埼：E県）、南は流山rh・柏市、東は坂東市・常総rh・守谷市（茨城県）、西は杉戸町・春U部市・松1犬町・吉川rh（埼上県）にそれぞれ隣接しており、谷市（茨城県）、西は杉戸町・春日部市・松伏町・占川市（埼上県）にそれぞれ囎妾しており、市域面積は103．55kllf、南北間約2　Lkn1、東西間約16klnとなっています二市域面積は103，54kllf、南北間約21km、東西間約16｜（mとなっています。修1ト・平成26年変更のため総務課lH野田市ば利恨川、江戸川及び利根運河のln∫川に囲まれ、その水運をいかして古くから醤油lH野m市は、利恨川、江戸川及び利根運河の1・∫川に囲まれ、その水運をいかして古くから醤油醸造のまちとして発展してきました，醸造のまちとして発展してきました。｜IJ関宿町は、江戸時代に整備された利根川及び江戸川のカぐ上交通により栄えましたが、時代のlH関宿町は、江戸時代に整備された利根川及び江戸川の水L交通により栄えましたが、時代の推移により水運の要所としての役割を終え、純閤†地帯としての道を歩んできました。推移により水運の要所としてのぞ賠1」を終え、純農村地帯としての道を歩んできました。平成15年（2003年）6月6Hに、旧野田市と旧関r訓1が合併し、新しい野出市が誕生し平成15年（2003年）6月6日に、旧野田市とlH関宿町が合併し、新しい野田市が誕生しました。ました。2）発展の経緯2）発展の経緯旧野田市は、水とみどり豊かな白然環境の中で、江戸時代から醤油醸勘）地として発展し、産旧野田市は、水とみどり豊かな自然環境の中で、江戸日羽ざから醤油醸造の地として発展し、産業、文化の面においても周辺地域の中心地として繁栄してきました。しかし、近代以降の鉄道・業、文化の面においても周辺地域の中心地として繁栄してきましたしかし、近代以降の鉄道・自動車の発達とともに交通体系は大きく変貌し、東京に比較的近距離に位置しながら、周囲を河自動車の発達とともに交通体系は大きく変貌し、東京に比較的近距離に位置しながら、周囲を河川に囲まれた地理的条件に阻まれ、都心部に直結した鉄道や道路に恵まれず、首都近郊者1〜市であ川に囲まれた地埋的条件に阻まれ、都心部に直結した鉄道や道路に恵まれず、首都近郊都市でありながら都市化の進展が緩やかで、落ち着いた街並みを形成してきました。りながら都rh化の進展が緩やかで、落ち着いた街並みを形成してきました。旧関宿町は、江戸時代に整備された利｛間1｜及び江戸川の水上交通により栄え、関宿藩には幕府旧関宿町は、江戸時代に整備された利根川及び江戸川の水・卜交通により栄え、関宿藩には幕府の水関所が置力れるなどにぎわいを見せましたが、時代の推移により水運の要所としての役割をの水関所が置かれるなどにぎわいを見せましたが、時代の推移により水運の要所としての役割を内終えました。同町は、近代将棋の父と称される十三世名人関根金次郎や、戦後の目本将棋連盟を終えました。同町は、近代将棋の父と称される十三1目：名人関根金次郎や、戦後の日本将棋連盟を容巾：興した渡辺東一など将棋界を担った棋士を輩出しました。また、内閣総理大臣を務め、終戦巾興した渡辺東一など、将棋界を担った棋士を輩出しました。また、内閣総理大臣を務め、終戦に導いた鈴木貫太郎が居を移すと、同氏が奨励した酪農が全盛となり、豊かな白然とともに農に導いた鈴木貫太郎が居を移すと、同氏が奨励した酪農が全盛となり、豊かな自然とともに農業・畜産業を中心とした第一次産業を基に発展してきました。業・畜産業を中心とした第一次産業を基に発展してきました。平成15年6月の合併後は、いちいのホールの整備、コミュニティバス（まめバス）の運行、平成15年6月の合餌後は、いちいのホールの整備、コミュニティバス（まめバス）の運行、鉄道駅の東口整備、生活関連道路の整備等、新市の一目椎の醸成及び均衡ある発展に資するまち鉄道駅の東口整備、生活関連道路の整備等、新市の一体性の醸成及び均衡ある発展に資するまちづくりが行われていま『れづくりが行われています。今後のまちづくりにおいては、これまでの発展の方向性を継承しっつ、様々な分野において更今後のまちづくりにおいては、これまでの発展の方向性を継承しつつ、様々な分野において更なる発展を遂げるようなまちづくりを推進することが求められま尤なる発展を遂げるようなまちづくりを推進することが求められま坑修正　赤追加　青削　除；緑第1章一27都市計画マスタープラン見直し検討資料（第1章）見直し案現　　行野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスタープランlH頁変更及び追加理由担当課表題第1章　野m市の現況と特｝生第1章野田市の現況と特1生分類1−2　現況と特1生1−2　現況と特1生91）人口1）人口野m市の人口は、平成27年（2015午）時点で約15万4．F人（常住人口（＊5）べ一一ス）野出市の人「1は、平成20『（2008年）llJ点e約15万4エム（常住人口（＊5）ベース）修正・平成28年度からスター都市計画課であり、平成28年度からスター・トした総r｝計山におい．（は．・ド成42年（2030年）に，おけであり、〒「成19年1211に見直Lを行った総合計画においては、平成27年（20」5f1うにトした総合計画を引用し、企画調整課る］与来人し．｜は約15万2−「人と想定され．．□、・圭�cヒおける将来人口は約15万6丁’人と∫想されていろ二とから、微増となる見通しですが、東京直修正結3失道整備阜前1是にし／：二人ll勤1∴｜に及ほ｝」一影響（アナウンス効果）を、別1辛で3丁・人力・ら9．「‘人1彦止・策定時期修正と見込ノ、．でい上す．．2）士地利川2）土／断1開野m市の十地利用は、野田地域と関宿地域に大別されていま主野田市の土地利用は、野出地域と関宿地域に大別されていま十，野田地或は、国道16号以西は主に市f圭弛、以東は農地、ゴルフ場を中心とした土地利川がな野m地域は、国道16号以西は主に市街地、以東は農地、ゴルフ場を中心とした士士｛抵1］用がなされています。されています，市街地は、その土地利用トの特性から北部、中央及び南部の3地区に区分することができ、北市往弛は、その土1断1」用上の特性から北部、中央及び南部の3地区に区分することができ、北部地区と南部地区は、．ヒ地区画整理事業（＊6）．などにより、言画的に開発・整備された住宅地部地区と南部地区は、上地区画整理事業（＊6）などにより、計画的に開発・整備された住宅地が広がっています。中央地区は、古くからの醤油工場の集積を中心に丁業地、商業地及び庄宅地が広がっていま仁中央地区は、古くからの醤油丁場の集積をllI心に工業地、商業地及び住宅地が形成されており、経済、文化、商業、牛活の中心的な地区となっていま丸が形成されており、経済、文化、商業、生活の中心的な地区となっていまポまた、国道16号以東に関しては川間、東部及び福田の3地区に区分することができ、台地部また、国道16号以東に関しては川間、東部及び福田の3地区に区分することができ、台地部分は主に、畑地及びゴルフ揚として利用されており、｛邸也部分は水田として利用されていま『れ分は主に、畑地及びゴルフ場として利用されており、低地部分は水田として利用されていま丸関御｛り或については、関宿北部、関宿中部及び関宿南部の3地区に区分することができ、関宿関宿地域については、関宿北部、関宿中部及び関宿南部の3地区に区分することができ、関宿北部地区は、城跡や史跡等の歴史的遺産による文化的な潤いのある市街地が形成されており、関北部地区｝よ城跡や史跡等の歴史的遺産による文化的な潤いのある市街地が形成されており、関宿中部地区は、基盤整備が遅れているものの、土地区画整理事業による計画的な市街化が図られ、宿rl：1部地区は、基盤整備が遅れているものの、上地区画整理事業による言i画的な市街化が図られ、さらに、関宿はやま丁業団地が整備され流通施設等が集積しています。関宿南部地区は、優良なさらに、関宿はやま丁業団地が整備され流通施設等が集積しています。関宿南部地区は、優良な農地と共存する形で集落が形成されていま丸農地と共存する形で集落が形成されています。内容（1）住宅系：ヒ地利用（1）住宅系土地利用住宅系土1断i」用としては、北部地区に川間駅南側を中心としたみどり豊かなたたずまいの住住宅系十1跡ll用としては、北部地区に川間駅南1則を中心としたみどり豊かなたたずまいの住宅地が形成されているほか、南部地区におけるみずき一丁目から四丁目などは、景観に配慮し宅地が形成されているほか、南部地区におけるみずき一丁目から四j．唱などは、景観に配慮した良好な住宅地が形成されていま仁た良好な住宅地が形成されていまポまた、中央地区においては、古くから市街地が形成されており、密集した市街地の中で、中また、中央地区においては、古くから市街地が形成されており、密集した市街地の中で、IlI高層の建築物が点在しています。さらに、江戸川や座生川沿いには、景観に配慮した良好な住高層の建築物が点在していま仁さらに、江戸川や座生川沿いには、景観に配慮した良好な住宅地が形成されつつあります。宅地が形成されつつありま主関宿北部地区においては、土地区酬事業による面整備が行われており、計画的な市街地関宿北部地区及び関宿中部地区においては、土地区画整理事業による面整備が行われてお整備が進められています。り、計画的な市街地整備が進められています。修正；赤追加：青一削除：緑第1章一38都市計画マスタープラン見直し検討資料（第1章）見直し案現　　行野m市都市計画マスターブラン素案野m市都市剖画マスタープラン旧頁表題第1章　野田市の現況と特性第1章野m市の現況と特1生分類変更及び追加理由等担当課1−2　現況と特1生］−2　現況と特性10〜Il�A商業系十1断ll用�A商業系土1断91」用野m市の商業地は、東武野田線の野lU市駅・愛宕駅周辺や中野台地区及びその周辺が中心商野m市の商業地は、東武野田線の愛宕駅周辺や中野台地区及びその周辺がIlI心商業地としてIB加■［総合計画」、「整備、開都市計画課．一一…一一業地として位置付けられています。位置付けられていま『仁発及び保全の方針」の位置都市整備課また、般商業地は、中心商業地に連担して形成されているほ加川間駅周辺地区、梅郷駅また、般商業地は、中心商業地に連」nして形成されているほか、川間駅周辺地区、梅郷駅1・1’けから修正周辺地区及び十地区画整理事業で整0渚された地区などに形成されていま『主周辺地区及びL地区画整理事業で整備された地区などに形成されています、その他、幹線道路（＊7）沿いに郊外型店舗が立地しており、多様な商業施設による沿亘景その他、幹線道路（＊7）沿いに郊外型店舗が立地しており、多様な商業施設による沿道景観が形成されつつあります。特に、中心商業地において、郊外部での大型店舗の立地や店舗の観が形戊されつつあります。特に、中心商業地において、郊外部での大型店舗の立地や店舗の老朽化、後ホ1緒不足などにより空き店舗が増加しています。老朽化、後＄1緒不足などにより空き店舗が増加しています。関宿地域の商業地は、主要地方道沿道に商業の集積が若．「見られますが、独自の商圏の形成関宿地域の商業地は、†要地方道沿道に商業の集積が若干見られますが、独白の商圏の形成には至っていません。には至っていません。�B上業系土地利用（3）工業系土地利用野m市駅周辺などの市の中心部では、野田市の産業n動に大きな役割を果たしている醤油醸野田市駅周辺などの市の中心部で1土野田市の産業活動に大きな役割を果たしている醤油醸造業が営まれています三国道16号沿いには中里工業団地、南部工業団地、野田工業団地が立造業が営まれていま九国道16号沿いには中里工業団地、南部工業団地、野田上業団地が立地しており、関宿地域においては、主要地方道結城野田線沿いに関Z言はやま丁業団地、それに地しており、関宿地域においては、丁要地方道結城野田線沿いに関宿はやま工業団地、それに隣接して関宿工業団地が立地していま七また、泉地区には流通業務施設写；の立地が准んでい隣接して関宿工業団地が立地していまポその他、七光台地区に北部工業団地が立地していま追加・時点修正（現況を追加）都市計画課ますすが、七光台駅に近接していることから、工場と住宅との混在による土H握1J用上の問題が見ら都市整備課その他、七光台地区に北部工業団地が立地していますが、七光台駅に近接していることから、れま丸このような住工混在の土地利用を解消するために、既存工業地への工場移転を促進し工場と住宅との混在による土地利用上の問題が見られま丸このような庄工混在の土地利用をます。解消するために、既存工業地への丁場移転を促進します。内3）交通体系3）交通体系容公共交通については、都心に直結する鉄道がなく、東武野m線が単線であることから、通勤、公共交通については、都心に直結する鉄道がなく、東武野田線が単線のため、通勤、通学などll参IE・文言修｜E市政推進室通学などにおける交通の利便性の向上が求められていますこ今後は、公共交通の利便性を高めるにおける交通の利便性の向上が求められています。今後は、公共交通の利便1生を高めるため、東追加・総合計画を引用し追加都市計画課ため、東京直結鉄道（地下鉄8号線）の整備、東武野田線連続立体交差事業（＊8）及びそれを京直結鉄道の整備、東武野田線��続立体交差事業（＊8）及びそれを契機として複線化を促進す一修正・文言修正契機として複線化を促進します．ることが計画されています．修IE・文言修正道路網については、広域的な道路として東西方向に主要地方道つくば野m線越谷野田線及び道路網については、広戊蜘勺な道路として東西方向に主要地方道つくば野m線、越谷野田紡吸び境杉戸線、．般県道岩井関宿野田線、南北方向には、国道16号、主要地方道結城野田線松戸境杉戸線、一般県道岩井関宿野田線、南北方向には、国道16号、†要地方道結城野出線、松戸野田線、我孫一r・関宿線及び市道山崎野川線が機能し、市往弛の主要な交通動線としての役割を果野田線（市道山崎野田線）及び我孫子関宿線が機能し、市街地の丁要な交通動線としての役割をll参1卜・松戸野田線（市道山崎野たしています。しかし、河川に囲まれている地形トの特i生から、各河川を渡る幹線道路の橋付近果たしています。しかし、河川に囲まれている地形上の特性から、各河川を渡る幹線道路の橋Fl’田線）は1［24年・1月に市にでは、日常的な渋滞が見られるとともに、市御也内においても東武野田線の踏切による渋滞が見近では、日常的な渋滞が見られるとともに、市御也内においても東武野田線の踏切による渋滞が移管されたためられま仁見られます。修正：赤追加：青一、削除：緑第1章一49都市計画マスタープラン見直し検討資料（第1章）見直し案現　行表野田市都市計画マスタープラン素案野m柿肺言1画マスタープラン旧頁題第1章野田市の現況と特1生第1章野田市の現況と特性分類変更及び追加理由担当課1−2　現況と特1生1−2　現況と特1生12〜134）産業4）産業（1）商業（1）商業近市郊外型・沿首型の大彗据の立地が進み、市街地内の商業地においては、店舗の老朽化近年、郊外型・沿道型の大型店の立地が進み、市f昂也内の商業地においては、店舗の老朽化や後継者問題、駐卓場不足、交通アクセス問題、空き店舗の増加など、商業を取り巻く環境はや後継者問題、駐車場不足、交通アクセス問題、空き店舗の増加など、商業を取り巻く環境は極めて厳しい状況にありまポ極めて厳しい状況にありまポこのような中で、平成18年8月に施行された「中心市制也の活閏ヒに関する法f肉の主旨このような中で、平成18年8月に施行された「中心市街地の活性化に関する法律」の丁旨とその基本方針に沿って、多様な都市機能（＊9）が集積した中心市1馳の形成が言画されてとその基本方針に沿って、多様な都市機能（＊9）が集積した1．1」心市街地の形成が計画されています。います。（2）工業�A工業野田市の⊥業は、市の中心部に長い歴史と伝統を有する醤油醸造業や関連産業により発展野出市の工業は、市の中心部に長い歴史と伝統を有する醤油醸造業や関連産業により発展し、現在も野田市駅周辺などにおいて、多くの⊥場が稼働している状況で七し、現在も野m市駅周辺などにおいて、多くの上場が稼働している状況です。また、国道16号が市の中心を通り、交通の利便性が高いことから、金属・機械を中心としまた、国道16号が市の中心を通り、交通の利使性が高いことから、金属・機械を中心とした6か所の工業団地が立地し、市の活力を支えています。た6か所の工業団地が立地し、市の活力を支えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．（3）農業（3）農業農地ばその大部分が関宿地域の河川沿いと野田地域の国道16号の東側や南部地区の今上農地は、その大部分が関宿地或の河川沿いと野出地域の国道16号の東側や南部地区の今上周辺に分rl∫しており、台地部分では、ほうれん草や枝豆、キャベツなどの野菜類のW寸けが行周辺に分布しており、台地部分では、ほうれん草や枝豆キャベツなどの野菜類の1伺寸けが行われ、低地部では、水稲を中心とした作付けにより農業が営まれていま尤しかし、近年の高われ、低地部では、水稲を中心とした作付けにより農業が営まれています。しかし、近年の高齢化に1半う後継者不足などにより、耕作放棄地が拡大しつつあり、今後の農業の展開が懸念さ齢化に伴う後継者不足などにより、耕作放棄地が拡大しつつあり、今後の農業の展開が懸念されています。れていま丸江川地区においては、白然との調和に配慮した農業経営を行う農業生産法人が設立され、用沮rl地区においては、自然との調和に酉鴫〔した農業経営を行う農業生産法人が設立され、用内水路のしゅんせつ（＊10）や水田の草刈りなどの復田f乍業が行われ、白然環境保護対策基本計水路のしゅんせつ（＊10）や水田の草刈りなどの復田作業が行われ、自然環境保護対策基本計容画に基づいた自然と共生する地域づくりが推進されていま七画に基づいた自然と共生する地或づくりが推進されています。第1章一510都市計画マスタープラン見直し検討資料（第1章）見直し案現　　行表野m締F市計画マスタープラン素案野田市都rh計画マスタープラン旧頁題第1章野出市の現況と特性第1章野田市の現況と糊生分類変更及び追加理由担当課1−2　現況と特性1−2　現況と特｝生13〜145）白然・歴史・文rヒ5）自然・歴史・文化野田市を取り囲む大きな自然環境の要素として、利恨川、江戸川及U斗II根運河の二つの河川や、野m市を取り囲む大きな自然環境の要素として、利恨川、汀刊ll及び利根運河の三つの河川や、Il｜央の杜、野田市総合公園、野「［1市関宿総合公園、野1」」市スポーツ公園などの公園・緑地とあわ中央の杜、野田市総合公園、野田市関宿総合公園、野田市スポーツ公園などの公園弓剥也とあわせて、豊かな自然とのふれあいの場となっています，せて、豊かな自然とのふれあいの場となっています、．また、河川周辺の低地部｛こおいては、優良な農地が広がっており、屋敷林に1≠1・1まれた農家などまた、河川周辺の低地部においては、優良な農地が広がっており、屋敷林に囲まれた農家などと体となった良好なm園風景を見ることができまポその他、国道16号沿いに広がる平地林と一体となった良好な田園風景を見ることができま仁その他、国道16号沿いに広がる平地林や、市往弛の内部や周辺部に残された斜面緑地なども、野田市の特徴的な自然資源として挙げらや、市街地の内部や周辺部に残された斜面緑地なども、野田市の特徴的な自然資源として挙げられます。また、多くの神llわ仏閣の中の樹林等は本区域を特徴付けるみどりとしてとらえることれます、また、多くの神社・fム閣の中の樹林等は本区域を特徴1・1’けるみどりとしてとらえることができます。ができます。野田市の歴史としては、古くから醤前醸造の地として発展してきた【｜．1心市往弛から野田市駅に野田rhの歴史としては、古くから醤油醸造の地として発展してきた中心市街地から野出市駅にかけての醤油蔵やそれを取り囲む板塀、レンガ塀のほ瓜醤油醸造の中核を担ってきた醸造家のかけての醤油蔵やそれを取り囲む板塀、レンガ塀のほか、醤油醸造の中核を担ってきた醸造家の庄宅など、古き良き時代をしのばせる建造物が多数存在しています。また、代表的な神社仏閣と住宅など、古き良き時代をしのばせる建造物が多数存在しています。また、代表的な神社仏閣として、愛宕駅付近の愛宕神社は野田一帯の総鎮守として位置付けられていたもので、現在は市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、して、愛宕駅付近の愛宕神社は、野田一帯の総鎮守としで位置付けられていたもので、現在は市街地内においてみどりが少なくなりつつある中で、潤いある空間を形成していま丸街地内においてみどりが少なくなりつつある中で、潤いある空間を形成しています。野田市（旧関宿町）にあった城としては、室町時代に築かれたとされている関宿城があり、江野m市（旧関宿1町にあった城としては、室町時代に築かれたとされている関宿城があり、江戸時代には関宿藩が設置され、江戸川をまたがるように縄張りを持っていました関宿城の城跡戸‖剖ざには関宿藩が設置され、江戸川をまたがるように縄張りを持っていました。関宿城の城跡近くには、県立関宿城博物館があり、1日関宿町や関宿城についての資料がおいてある博物館で、近くに｝よ県立関宿城博物館があり、旧関宿町や関宿城についての資料がおいてある博物館で、シンボル的な天守閣は平成7年に古い記録に基づいて再現されたもので丸また、主な著名人とシンボル的な天守閣は平成7年に占い記録に基づいて再現されたもので七また、主な著名人としては、近代将棋の父と称される十二世名人関根金次郎や、戦後の日本将棋連盟を内：興した渡辺しては、近代将棋の父と称される十三世名人関根金次郎や、戦後の日本1瀬連盟を再興した渡辺東一など、将棋界を担った棋士を輩出しましたさらに、内閣総理大臣を務め、終戦に導いた鈴東一など、将棋界を担った棋士を輩出しました。さらに、内閣総理大臣を務め、終戦に導いた鈴木貫太郎の遣品の多くを展示した鈴木貫太郎記念館が有名です。木貫太郎の遣品の多くを展示した鈴木貫太郎言謝官が有名で七野田市では、野田三ケ町夏祭りの「つく舞」、「清水八幡神社のばっぱ力獅子舞」など、伝統の野田市では、野出三ケ町夏祭りの「つく舞」、清水八幡神社の「ばっばか獅了舞」など、伝統内技が冴える民俗芸能が貴重な財産となっています。また、「清水公園のさくらまつり’つつじま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一の技が冴える民俗芸能が貴重な財産となっています。また、「さくらまつり」、「っっじまつり」、容つり」、「関宿城さくらまつり」、「野mみこしハレード」、「野田夏まっり躍旦七夕」、「関宿まつり」、「野m夏まつり踊り七夕」、「野田市産業祭」、「関宿まつり」、「関宿城まつり」などのおまつりや修lll・文言修正商工観光課「野m市産業祭」などのおまつりや各種イベントも多く開催されていま丸各種イベントも多く開催されていま主追加修正：赤追加：青一　・削除：緑第1章一611都市計画マスタープラン見直し検討資料（第2章）見直し案現　　行駐凱日市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁表題第2章　まちづくりの目標第2章　まちづくりの目標分類変更及び迫加理由担当課III表紙中表紙　　　　　　　　　　　　　第2章　まちづくりの目標　　　．．　　　　一’一．・．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・．、一・一　．一．．　この章では、今後野田市が｜」指していく将来像や基本目標とともに、将来の野田市の目格を形成するゾーン、軸、拠点の三つの住を基に、将来の都市構造にっいて整理しています。i　　　　　　　　　　　　　第2章　まちづくりの目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’「　　　．．．．一．一一一一一1−．．一．．一．．　この章では、今後野田市が目指していく将来像や基本目標とともに、将来の野川市の骨格を形成するゾーン、杣、拠点の三つの柱を基に、将来の都市構造にっいて整理していまポ，「　　　　　　　　　　　　　　　　12−1　将来都市像と基本U標2−2将来都市構造2−1　将）に都市｛象と基本目標2−2将来都市構造内容1第2章一112都市計画マスタープラン見直し検討資料（第2章）見直し案現　行野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁表題第2章　まちづくりの目標第2章　まちづくりのU標分類変更及び追加理由担当課2−1　将来都市像と基本目標2−1　将来都市像と基本目標］7　都市の発展の経緯や社会動向などを踏まえた今後の野m市のまちづくりにっいては、これまでの発展の方向1生を継承し、望ましい将来の姿を構築していく必要がありま主近年における人口減少・少子高齢社会の到来に対応し、高齢者も含めた多くの人にとって暮らしやすく、多様な都市機能が集積したコンパクト（＊ll）なまちづくりを目指し、都市間競争に打ち勝つ利便性、住みやすさ、生活環境の一層の向トを図り、それらの成果として若い世代が集い、バランスのよい世代構成を実現することで、今までよりも更に、より多くの市民の力をまち全体の活力の創出と向トにつなげていくことが重要となっています。　今後の野m市のまちづくりにおいては、計画されている東京直結鉄道の整備による利便性の向上をいかした都市機能の充実、地域の良き資源である自然環境の保全・活用、都市基盤整備の推進による住環境の向上はもとより、近年進展が著しい情報化社会への対応による活力ある地域社会づくりや、ノーマライゼー一ション（＊12）社会の構築など、様々な分野において更なる発展を目指したまちづくりを推進していくことが求められます。その過程において、様々な市民の参加や市民と行政との連携が大切となり、さらに、魅力あるまちの実現に向けて市民自らの努力も重要となっています三新しいマスタープランの策定後においても引き続き、市民と行政との協働作業により、継続的かつ計画的なまちづくりを進めていくこととなり、マスタープランに掲げる」編肺像や基本的な目標については、長期にわたって市民と行政の共通したまちづくり理念となるとともに、まちづくりの主役となる市民にとって分かりやすいものである必要があります。　そこで、本マスタープランにおける将来都市像及び基本目標は、総合計画に掲げる将来都市像及び基本目標と同様のものとし、以下のとおり設定します。●将来都市像　都市の発展の経緯や社会動向などを踏まえた今後の野田市のまちづくりについては、これまでの発展の方向性を継承し、望ましい将来の姿を構築していく必要があります。近年における人口減少・少了高齢社会の到来に対応し、高齢者も含めた多くの人にとって暮らしや寸1く、多様な都市機能が集積したコンパクト（＊lDなまちづくりを1−1指し、8「1市問競争に打ち勝つ利便1’生、住みやすさ、生活瑳競の一層の向上を図り、それらの成果として若い［止代が集い、バランスのよいIU代構成を実現することで、今までよりも更に、より多くの市民の力をまち全体の活力の創出と向上につなげていくことが重要となっていま七　今後の野田市のまちづくりにおいては、計画されている東京直結鉄道の整備による利便1生のir‘」上をいかした都制幾能の充実、地域の良き資源である自然環境の保全・活用、都市基盤整備の推進による住環境の向上はもとより、近年進展が著しい情報化社会への対応による活力力）る地或社会づくりや、ノーマライゼーション（＊12）社会の構築など、様々な分野において更なる発展を目指したまちづくりを推進していくことが求められます。その過程において、様々な市民の参加や市民と行政との連携が大切となり、さらに、魅力あるまちの実現に向けて市民白らの努力も重要となっています。新しいマスタープランの策定後においても引き続き、市民と行政との協働作業により、継続的かっ計画的なまちづくりを進めていくこととなり、マスタープランに掲げる将来都市像や基本的なH標については、長期にわたって市民と行政の共通したまちづくり理念となるとともに、まちづくりの主役となる市民にとって分かりやすいものである必要がありま仁　そこで、本マスタープランにおける将来都市像及び基本目標は、総合計画に掲げる将来都市像及び基本U標と同様のものとし、以下のとおり設定します。　●将来都市像内容　　　　　　　〜人のつながりがまちを変える〜みんなでつくる学びと笑顔あふれるコウノトリも住めるまち　　　市民が創るふれあいのまち野田〜活　　　　　　　　こ・よ文　　　　　市〜　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一．●基本目標　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．．一・●基本目標修｜七修正・総合計画の内容に．修正・総合計画の内容に．修正企画∂纏課都市計画課企画調整課都市計画課1�@向然環境と調和するうるおいのある都市�A生き牛きと健やかに暮らせる都巾�B豊かな心と個性を育む都市�C安全で利便性の高い快適な都市�E市民がふれあい協働する都ll∫�E活力とにぎわいに満ちた都市1�@市民　と行政の連携�A保健　・福祉　・医療の充実�B教育　・　文化の充実≧‘生活環境の整備・5）産業　　　　　　　の振興�D都市基盤の整備！・　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．修正：赤追加：青削除：緑，．．，．r，＾・．幽．．．第2章一213都市計画マスタープラン見直し検討資料く第2章）表題内容見直し案野田市都市計画マスタープラン素案第2章まちづくりの目標2−2　将来都市像1）将来都市構造構築の基本的考え方　　　　　　　　　　　　　　．　野田市都市訂画マスタープランにおける将来都市構造は、県が定める「都市計画区域の整備、開発及び保全の方釦や「野田「総合計画」などめ上位計画において既に示されている、都市の骨格となる道路や土tuag］j用の方向を踏まえて、より具体的に将来の望ましい都市の姿を明らかにするもので七　　したがって、将来都市構造の構築に当たっては、「野田市総介計画」で示されている都市構造・⊥／−US’］」用の方向を、都市言1画の視点から更に深く掘り下げていく必要があります。　　このため、新総合計画　定過程の中で頂いた市民と総合計画」議会委員の意見を尊重し、将来都市構造を構築するための課題を抽山し、この課題に基づいて、より具1本的な将来都市構造を描いていきま丸凡　例□市街地ゾーン　　　　巨幹線道路　　ロサービス核□麟熈ゾーン　　　＝螂環欄路　［認緑地・レクリエーシ，ン鯨［コ髄・レクリエーシヨンゾーンE亘］鉄造　　　　［コ河川現　　行野田市都市言1画マスタープラン第2章　まちづくりの目標2−2　将来都市．像旧頁18〜191）将来都市構造構築の基本的考え方　野田市都市計画マスターブランにおける将来都市構造は、県が定める「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」や「野田市総合計画」などの上位計画において既に示されている、都市の骨格となる道路や上上酢ll用の方向を踏まえて、より具綱勺に将来の望ましい都市の姿を明らかにするもので七　　したがって、将来都市構造の構築に当たっては、「野田市総合計画」で示されている都市構造・上地利用の方向を、都市計画の視点から更に深く掘り．ドげていく必要がありま主このため、璽m市と旧関宿町で策定したそれぞれの’IS市計画マスタープランの倹証や市民意見を取りまとめ、将来都市構造を構築するための課題を抽出し、この課題に基づいて、より具体的なi編肺構造を描いていきまポ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，第2章一3分類修正修正変更及び追加理由・今回の見直しに係る修正・総合計画が新たに作成されたため、図面を差替え担当課都市計画課都市計画課修正　赤追加．青削　除　　緑14都市計画マスタープラン見直し検討資料（第2章）題内容見直し案野田市都市計画マスタープラン素案第2章　まちづくりの目標2−2　将来都市像2）将来都市構造構築のための課題　　当初のマスターブラン策定時における市民参加により得られた、慧見を同類の内容ごとにまとめ、そこから導き出される将来都市構造情築のための課題を整理します，市民曽喫から敗ま．t5つくリk望まれている亡と将来都市構造楠築のための課題自書書と調柑Lた．1［　1ノ↓、1∫の支1．元、±．tti）！fl」用かζ望ま事．1いますく，市内外の移呈力に連利な交｝題休糸と、歩行者にやさLい道路が求苗られマ：いますc．豊かな自然に気軽に親し苗袖まちづくりが望まねています．皇欝欝隠煕ご蹴・・叫惨瓢鷲竺⌒脚〕〔灘糠舗麟享ご誰に・｜巨麟謝・・絵一・・〕豊かな自然、虚史、文化を求坊て隻まる人々の出会いの割出が必要です。趣と味わい、古きをたす�`先入に学ぶことができ・Eiまちが望まれτいますc，〕〕〔　自然の中でスポーツ’レクリエーショ：：ノを渠　し1皇・忍・まちが求1弘られて｛、、ます。〔　活発で、にぎやかな産業を生み出す企業など　の育成が求坊られていますtlt｛未来の野田市を支える若者が育つ頂境聖備が望まれています◇瓢煕一…一・1いき1．1’・きとした市民生活を∫圭れる・公共施路などの亮奏が望まれています、，自然環境と調和した土地利用多1羨な自撒と密鶴酬母〔裁てこれらの自然と調自］したコンパクトな市往旙也を丹絨し、にきわいのある商業落ち着し☆住君也｝舌溌で周辺と調和した産業によるメリハリのある」ゴ也董1用が求められてい就市外、市内の移動に便利で安全な交通体系の構築　　　　　　　　　　　　　　一樹亡道路（＊13）など他者肺と連携する広域幹線道路（＊14）の｝劃Lと、市働也却由ナる交通⊇交通（＊15）による蹴化などめ解肖b曙まれているとともに、轄鍋道を始めとした⌒による交通⌒O求められてい蹴また歩行者や自罎功迦こ楽しく通苛きるバリアフリー（＊16）に配慮した自転車・歩行裡肋械められています、活発な産業の育成や連携による野田市の活性化既存の産業の集積や千葉柏道路などのインパクト（＊17）を調するとともに＼∠亮纈日市の経済を支え、かつ周辺環境ヒ誰和した商業など｝一成やk地t或欄源嚇こよるまちの活閏ヒ力浬まれています。自然、歴史、人とふれあうことができる都市空間の形成　一　　　　　　　　　　．江戸川、利根川及び柚購可に囲まれた市街地における豊かな自然や趣のある歴史的資源を活用し、これらの資源を満喫できる環境の創出を進め、市民と来訪者がその環境を共有し、自然歴史、そして人とふれあうことができる者晒醐出が求められていま克やすらぎのまちと風景づくり自然環境と諦口した滅’ある住蹴みどリ豊かな景観形成が求められており、市荏淋［部にま丈、ては、にきわし嚇封並み、歴吏的な中心市街也aよ趣のある街並みなど‡也或の待閨こ調和した景観］城が望まれています。現　　行野田市都市計画マスタープラン第2章　まちづくりの口標2−2　将来都市像1日頁202）将＞1ξXB市構造構築のための課題　　当初のマスタープラン策定時における市民参加により得られた意見を同類の内容ごとにまとめ、そこから導き出される将来都市構造構築のための課題を整理します、市民鋤↑ら蹴．まちづくりk±Pまれていること自然と網相Lたメリハ1）の．おる土」刑ll用が望まれています。市内タ1の移tijに便利な六適休系と　歩行者にやきL（．i’i道路が求轟られています（，豊かな自諮にs軽に親L坊忌ま芯づくりが蒙まれτ〔1『・ます．V自然頂境壱保全’活用す患、環境にやさしいまちが望まれています▽自諮に包まれた、のどかで澗いある住頂境づくりが芸まれていますt）〔鵠＝欝・・一・〕瞬漂舗�fそ：禁誰・・｝〔苔�f鑑ご・・全・…・〕〔豊かな自然、歴史、文化を求・tSてfま・る人々の出会いの創出が必要ですウ〕ごξ�f籠麟一・・1自然（D中でスポーツ・レクリエーションを楽し坊るまちが求路られています▽活発で．、にぎやかな産業を生み出す企業など’の育成が求始られていま寸。［　未来の野田市を支え｛hggが育つ頂博豊備が　望まれています◇〔　市民と行政の鳩勘作業によ・るまさづくりが求　瑳られfいます“ご議�f署欝韻t”・蹴〕将来都市構造構築のための課題自然環境と調和した土地利用1多様な自羅競と密接瀦縮凱識てこれらの自然と調F口したコンワ汐トな市往弛を形成しにきわいのある蹴落ち着いた「ヨ詫地｝舌発で周辺と調和した産業によるメリハリのある土暗1用が求められていま克市外、市内の移動に便利で安全な交通体系の構築一千葉忙道路（＊13）など他都市と連携する広1或幹線道略（＊14）の掛ヒと、市静胸識ナる交通端や通過交通（＊15）による繍ヒなどの解肖が望まれているとともに凍摘吉鉄道を始めとした一こよる交轍ぷめられてい蹴また頻渚や印迂助醐ζ楽しく通庁できるバリアフリー（＊16）に配憲した巨転車・歩行灘跡球められていま克〉活発な産業の育成や連携による　　　野田市の活性化　’−r既存の産業の集積や千葉柏道路などのインバクト（＊1ア）葛甜ヨするとともに、令纈田市の経済を支え、カつ周辺環境と調ξ口した商業など活発な産業の育成や、地域塙工こよるまちの甜ぱ浬まれてい就自然、歴史、人とふれあうことができる都市空間の形成江戸川、利根川及び利オ購可に囲まれた市街地における豊かな自然や趣のある歴史的資源を活用し、これらの資源を満喫できる環境の創出を進め、市民と来訪者がその環境を共有し、自然歴史、そして人とふれあうことができる都市空勤§1出が求められてし、ま克やすらぎのまちと風景づくり1自然環境と調和した、潤し鮪撒みどり豊かな景観円励球められておリ、市1封仲じ部にま礼、ては、にぎわいの矧圭1並杁歴史的な中心市御也召よ趣のある街並みなど》也或功寺閨こ≡凋和した景酷肝術b連まれています。第2章一4分類変更及び劃川理山15担当課都市計画マスタープラン見直し検討資料（第2章）見直し案現　　行野田市都市計画マスターブラン素案野田市都市計画マスタープランlH頁表題第2章まちづくりの目標第2章まちづくりのU標分類変更及び勘［牌由担当課212−2将来都市像2−2将来都市像3）将来都市構造3）将来都市構造前項の課題に対応した将来都市構造を†酷築するには、自然瑳撹の保全や良好な居庄空間を創出前項の課題に対応した将来都市構造を構築するには、自然環境の保全や良好な居住空間を創するためのゾーンの形成、にぎわいや活力を生み出すための拠点の形成、地域間や市内での連携出するためのゾーンの形成、にぎわいや活力を生み出すための拠点の形成、⊥』城間や市内でのを強化する広域的な交通の軸などが必要となりまず，これらのゾーン、拠点、軸を適正に配置す連携を強化する広域的な交辿の軸などが必要となります、これらのゾーン、拠点、軸を適rEにるとともに、東京直結鉄道や「葉伯道路のインパクトを念頭に置きながら、これらの将来都市構配置するとともに、東京直結鉄道やr葉柏道路のインパクトを念頭に置きながら、これらの将造を構成する要素とその内容を整理しま仁来都市構造を構成する要素とその内容を整理し圭す。将来都市構将来都市将来都市構将来都市　造構築のための構造を構成する各ゾーン、拠点、軸の内容　造構築のための構造を構成する各ゾーン、拠点、軸の内容灘要素罐慕これまでの発展の経緯や市往冒ヒの動向などを踏まえ、野田地域は、主に国道1これまでの発展の経緯や市i矧ヒの動向などを踏まえ、野田地域は、主に国道1市街地6号以西を市街地ゾーンとして位置付け、豊かな自然環境や歴史的資源と調和市街地6号以西を市街地ゾーンとして位置付け、豊かな自然環境や歴史的資原と調和した市i頚也万形成を図リます。また、関宿地域においては、関宿北部地区と関した市街地の形成を図ります。また、関宿地説こおいては、関宿北部地区と関ゾーン宿中部地区において面的な整備が行われている地或を市街地ゾーンとして位ゾーン宿中部地区において面的な整備が行われている地或を市街地ゾーンとして位置付けます。置付けます。野圧地域は、主に国道16号以東を都市における農業振興ゾーンとして位置付野田也或ま、主に国道16号以東を都市における農業振興ゾーンとして位置付農業振興け、農業環境の保全を図ることはもとより、市民の憩いの場の提供のため、農農業振興け、農業環境の保全を図ることはもとよリ、市民の憩いの場の提供のため、農地・緑地などの多様な自然資源をいかしたみどり豊かな空胡多成を図リます。地・緑地などの多様な自然資源をいかしたみどり豊かな空間形成を図ります。内ゾーンまた、関宿地或こおいては、河川沿いに広がる優良な一団の農地の保全を図リゾーンまた、関宿地域においては、河川沿いに広がる優良な一団の農地の保全を図リ容自然環境とます。自然環境とます。調F日した土調和した土地Fl用野田市駅、愛宕駅周辺を、全市及び広域を対象とする商業機能や、東京直結鉄道のインパクトを利用し嚇己節機能（＊18）の役害りを担う広域的な性格をもった拠点として位置付けます。地ξ1用野田市駅、愛宕駅周辺を、全市及び広域を対象とする醐幾能や、道のインパクトを利用した交通結節機能（＊18）（所曼割を担う広域的な性格をもった拠点として位置付けます。東京直結鉄広域拠点【野田市駅周辺既存の伝統産業を保全・活用し、魅力的な景観形成を図るとともに、商業・業務など各種サービス機能や駅前広場駐輪場などの都市機自∈の集積とあわせ、回遊性のある野田市の中心としての都市空『醐多成を図リます。広域拠点【里細市駅周辺既存の伝続産業を保全・活用し、魅力的な景観形成を図るとともに、業務など各種サービス機能や駅前広場．駐輪場などの都市機自旨の集積とあわせ、巨遊性のある野田市の中心として四肺空間の形成を図ります。商業・【愛宕綱辺【愛宕駅周辺】周辺の市街地整備と一体的な商業・業務機能の集積と駅前広場や駐輪場などの整備を推進するとともに、だれもが快適に暮らせる市街地研多成を図リます。周辺の市街地整備と一体的な商業・業務機能の集積と駅前広場や駐輪場などの整備を推進するとともに、だれもが快適に暮らせるコンパクトな市街地の形成を図リます。削除・文言整理都市計画課修正　赤追加　青　削　除　緑第2章一516都市計画マスタープラン見直し検討資料（第2章）見直し案現　行野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスタ…プラン旧頁表題第2章まちづくりの目標第2章まちづくりの目標分類変更及び追加理由担当課222−2将来都市像2−2将来都制象将来者肺構造構築のための課題将来都市構造を構成する要　素各ゾーン、拠点、軸の内容将来都市構造構築のための課題将来都市構造を構成する要　素各ゾーン、拠点、軸の内容川間駅、梅姻駅周辺、関宿中央ターミナル・関宿支所周辺を、地蝋主民の日9川間駅、梅郷駅周辺、関宿中央ターミナル・関宿支所周辺を、地螂主民の日常生活を支える商業サービスや交通結節機能を備えた地或の拠点として位置常生活を支える商業サービスや交通結節機能を備えた地或の拠点として位置付けます，付けます。ml問訪凋辺Ul間駅周辺】駅前広場や，駐輪場などの都市施設の整備を推進するとともに、者肺機能の集駅前広場や駐輪場などの都市施設の整備を推進するとともに、都市機能の集自然環境と積による禾1梗性の高い拠点形成を図ります。自然環境と積による禾「硬性の高し蜘点彫成を図ります。調和した土±也或拠点【梅郷蜘司辺調和した土地國処点【梅郷訳周辺地Fl用南の玄関口として、駐輪場などの周辺の市街地整備とあわせた商業集積を図継1帽南の玄関口として、駐輪場などの周辺の市街地整備とあわせた商業集積を図るとともに、者肺機能の集積による禾梗1生の高い拠蔚杉成を図リます。るとともに、都市機能の集積による禾1硬性の高い拠点形成を図ります。【関宿中央ターミナル・関宿支所周辺【関宿中央ターミナル・関宿支所周辺】関宿地域の中心として商業業務地の形成を図るとともに、土地過里事業関宿地或の中心として商業業務地の形成を図るとともに、土地区画整理事業によリ落ち着きのある街並みと調和した住宅市御也としての拠点形成を図りによリ落ち着きのある街並みと調和した住宅市街地としての拠点形成を図リます。ます。南北方向の広域的襯泉道路である、国道↑6号を南北軸として位置付け、南北方向の広域的な幹線道路である、国道16号を繭博由として位置付け、越昆雑緩1日のため、機能強化（千葉柏道路の早期整1葡を促進します。あ交通混雑緩和のため、機§壌化（千葉柏道路の早其瀦葡を促進します。あ内南北軸わせて、主要地方道結城野田線、我孫子関宿線及び市道山崎野田線を南北方南北軸わせて、主要地方道結城野田線、杜醐日線（市道山崎野田線）、我孫子関宿修止・松戸野出線（市道山崎野都市計画課一　　　　　　　　　　　　　　一・容向に形成された市往弛の各拠点を短時間で結ζ移繊由として形成を図りま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一一線を南北方向に形成された市街地の各拠点を短時間で結ぶ移動の軸として形田線）は、H24年4月に市す。成を図リます。に移管されたため東西方向の広域的な幹線道路である、主要地方道つくぱ野圧線、越谷野璃泉、東西方向の広域的な輪泉道路である、主要地方道つくば野田線、越谷野圧線、市外、市内野田牛久線、境杉戸線バイパス（都市計画道路台町元町線）及び→1量県道岩市外、市内野田牛久線、境杉戸線バイパス（都市計画道路台町荊］線）及び→投県道岩の移動に便利で安全な輌井関宿野田線を東西軸として位置付け、交通混雑緩和のため、機能強化を確保します。また、首都圏中央連絡自動車道の整備とあわせて、東西方向の拠点や市街地を短時間で結詩麺の柚としての道路の整備を促進します。の移動に便利で安全な輌井関宿野田線を東西軸として位置付け、交通混雑緩和のため、機能治化を確保します。また、首都圏中央連絡自動車道の整備とあわせて、東西方向の拠点や市街地を短時間で結詩鍾放軸としての道路の整備を促進します。交通体系の交通体系の構築都市計画道路山崎吉春線、今上木野崎線及び市道船形吉春線、主要地方道松構築都市計画道路山崎吉春線、今上木聯泉及び市道船形吉春線、主要地方道松環状軸戸野田線（十部の区間）、我孫子関宿線（一部の区間）などを環樽由として位置付け、市街地内への通過交通を排除するとともに、地区間の移動の軸とし環状軸戸野田線（一部の区間）、我孫子関宿線（づ部の区間）などを環樽由として位置付け、市御也内への通過交通を榔余するとともに、地区間の移動の軸としての形成を図ります。ての形成を図リます。公共交通東武野田線を公共交通の軸として位置付け、連続立体交差事業による高架化公共交通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、東武野田線を公共交通の軸として位置付け、連続立体交差事業による高架化軸及びそれを契機とした複線化を促進します。また、市民の通勤、通学等日常軸及びそれを契機とした複線化を促進します。また、市民の通勤、通学等日常生活の利便性の向上に向けて、東京直結鉄道の整備を促進します。生活の利便性の向上に向けて、東京直結鉄道の整備を促進します。修正　赤追加　青削　除　緑第2章一617都市計画マスタープラン見直し検討資料（第2章）見直し案現　　行野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁表題第2章まちづくりの口標第2章まちづくりの目標分類変更及び追加理山担当課232−2将来都市像2−・2将来都市像将来都市構将来都市構将来都市構将来都市構造構築のた造を構成す各ゾーン、拠点、軸の内容造構築のた造を構成す各ゾーン、拠点、軸の内容めの課題る要素めの課題る要素【中里工業団地】【中里工業団地】中里工業団地については、周辺の自然環境に配慮した産業拠点とし、川間中里工業団地については、周辺の自然環境に配慮した産業拠点とし、川間地区における職住近接のまちづくりのために就業の場を確保します。地区における職住近接のまちづくりのために就業の場を確保します。【南部工業団地、野田工業団地】【南部工業団地、野田工業団地】南部工業団地、野田工業団地は、東京理科大学に隣接する立地条件をいか南部工業団地、野田工業団地は、東京理科大学に隣接する立地条件をいか活発な産業し、産学官交流のある産業拠点として形成を図ります。活発な産業し、産学官交流のある産業拠点として形成を図ります。の育成や連の育成や連携による野田市の活性化産業拠点【泉地区】　泉地区は、国道16号沿道の利便性をいかした土地利用を図り、良好な操業環境を創出しつつ、周辺環境との調和に配慮した良好な産業拠点の形成携による野田市の活性化産業拠点【船形地区】船形地区は、国道16号沿道の利便性をいかした土地利用を図り、操業環境を創出しつつ、周辺環境との調和に配慮した良好な産業拠点の形良好な・φ宇名変更による修正字名変更による修正都市整備課を図ります。成を図ります。【関宿はやま工業団地】【関宿はやま工業団地】関宿はやま工業団地は、北関東及び東北方面へのアクセス（＊19）に優れ関宿はやま工業団地は、北関東及び東北方面へのアクセス（＊19）に優れた立地性をいかし、産業基盤の充実・強化や地域結斉の活性化及び雇用のた立地性をいかし、産業基盤の充実・強化や地域経済の滴生化及び雇用の確保等を図ります。確保等を図ります。緑地レクリ利根川、江戸川及び利根運河沿いの広大な自然環境の下、自然に親しみなが緑地レクリ利根川、江戸川及び利根運可沿いの広大な自然環境の下、自然に親しみながエーション　　　　　　　’ら多様なスポーツ、レクリエーション活動の場として位置付け、サイクリンエーションら多様なスポーツ、レクリエーション活動の場として位置付け、サイクリンゾーング道路などの整備充実を促進します。ゾーング道路などの整備充実を促進します。内容【中央の杜】【中央の杜】中央の杜を野田市のみどりのシンボルとして位置付け、市民と行政の協働中央の杜を野田市のみどりのシンボルとして位置付け、市民と行政の協動による山林の保全に努めるとともに、市民の1肚意識の醸成を推進します。による山林の保全に努めるとともに、市民の郷土意識の醸成を推進します。【里硫姶公董匿回【里硫一辺自然の中での多様なスポーツ、レクリエーションの場として位置付け、施自然の中での多様なスポーツ、レクリエーションの場として位置付け、施設の整備を推進するとともに、周辺の山林などの自然環境の保全・活用を自然、歴史、設の整備を推進するとともに、周辺の山林などの自然環境の保全・活用を図ります。人とふれあ図ります。自然、歴史、うことがで人とふれあうことができる都市空間の形成緑地レクリエーション【野田市関宿総合公園】多様なスポーツ、レクリエーションにより市民の交流を深める場として位置付け、スポーツの振興を図ります。きる都市空間の形成緑地レクリエーション拠点【野田市関宿総合公園】多様なスポーツ、レクリエーションにより市民の交流を深める場として位置付け、スポーツの振興を図ります。拠点【野田市スポ⊆ツ公園】【野田市スポーツ公園】自然とふれあうことができるスポーツ、レクリエーションの場として位置自然とふれあうことができるスポーツ、レクリエーションの場として位置付け、自然の中での多様なスポーツや自然教育に対応した施設の整備を推付け、自然の中での多様なスポーツや自然教育に対応した施設の整備を推修正　赤進します。進します。追加　青　【関宿にこにこ水辺公園】【関宿にこにこ水辺公園】削　除　緑利根川、江戸川の分岐地点に位置する関宿城博物館を中心とした広域的な利根川、江戸川の分岐地点に位置する関宿城博物館を中心とした広域的なレクリエーション需要を満たす緑地として保全及び利用を推進します。レクリエーション需要を満たす緑地として保全及び利用を推進します。　　　　　　　　　・にうのとりの里周辺】一一コウノトリをシンボルとした生物多様性（＊20）の取組等を充実、発展さ追ノ川・総合計画との整合を図るみどりと水のせ、自然環境の保全、再生、利活用を推進します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一ためまちづくり課第2章一718都市計画マスタープラン見直し検討資料（第2章）表題内容見直し案野田市都市計画マスタープラン素案第2章　まちづくりの目標2−2　将来都市像将来都市構将来都市構造構築のた造を構成す各ゾーン、拠点、軸の内容めの課題る要素利根川、江戸川及び利根運河の広大な水辺空間を「水の軸」として位置付け、やすらぎ水の軸水の持つ潤いややすらぎを享受できる環境づくりを進めます。さらに、これらの河川と河川敷が一体となってつくりだす開放的な景観や分岐点付近ののまちと特徴的な水辺景観を堪能することができる河川の保全に努めます。風景つくり利根川、江戸川及び利根運河沿いの豊かな自然環境を始めとした大規模な緑みどりの軸地を大きな骨格として、中央の杜や国道16号沿道の山林などを相互に結びつける「みどりの軸」として位置付け、みどりの保全や創出に努めます。れ．　　　　　　　将来都市構造図　t’‘’b’i　　　：1．　　　tt　　　　　　　東西迂鴇逼路　　　c：e　ぜ　　　　　＼、、▲路＼＼・・、　　　　　　　　　　　　　シペ　　　　　　　　。己／＼　　　　　　　　�_ξx〈　　！〈・・．’・一・．‘　　　　　　　；1’　　　　　　　＼　　　釈＼　　　　　　’い♂’�`■t−lbi二「田t　　　　　．　、函・“　　　　　ち　　NL　tt．　　’s、9”　　　　　　　�`メ　　’；　　　　　♪∨　　　　　ち‘、　　　　　　　　　　＼L票．京亘倍誤道，／’／’　　　　　　　　　　一sttp　　　　　　　ぺ　　　・�k　・£：1：　　　　ミご＼　　　　＼ぴ　：s千恒泊道男」1凡　例E［：コ市筒］巨ソーン　　　　　　　　　E：ヨ南北翻［コ籏±振興ソーン　　　　［］東郵三ロヨーStilLクリz一シ・ン”i−’）［コ環．頗　　　　　　　　　　　　口幹汚道路　　　　　　　　　　　　回公共交適霜　　　　　　　　　　　　　　後ぽ化の促進1匿］広馴点［コ糧抑哺［已］≡犯点［三竺コ†≠堆レクリェーシeン拠二［：］棚≡前Eニコみとりの註現　　行野田市都市計画マスタープラン第2章　まちづくりの目標2−2　　］練者β月：i（象旧頁24〜25将来都市構将来都市構造構築のた造を楕成す各ゾーン、拠点、軸の内容めの課題る要素利根川、江戸川及び利根運河の広大な水辺空間を「水の軸」として位置付け、やすらぎ水の軸水の持つ潤いややすらぎを享受できる環境づくりを進めます。さらに、これらの河川と河川敷が一体となってつくりだす開放的な景観や分岐点付近ののまちと特徴的な水辺景観を堪能することができる河川の保全に努めます。風景つくり利根川、江戸川及び利根運河沿いの豊かな自然環境を始めとした大規模な緑みどりの軸地を大きな骨格として、中央の杜や国道16号沿道の山林などを相互に結び　　　　　　　　　　　　　　馳つける「みどりの軸」として位置付け、みどりの保全や創出に努めます。tlT」t”ろ」．、ξ　ト　　＼　∫1砥、　tt“s　1，Lt／　　　　‘　キロに　　ロブ燥巨ヨ〕狽」コ廻26将来都市構造図　　　　　＼　ぺ‘　　　　　　＼　　＼　　　　　　　、　　　　x’・k　　　　　　　Xl　　　　　ミ、票西逸〜籠路　　　　÷　　ビノ．　　　　　　　　、　　　　K．s　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　ド　　　　　　ぺ三1�nぐ　　　　　　　・…カU←�d冥券　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　く、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ・’�j↓　　　　　　　　　　　　　蟹緩、’tんき　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ∵1，＼吻　　　　　　　　　＿道　＼＼Srパ　　千葉拍遵路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ凡　例［コ市街地ソーン　　　　　　［≡ヨ南北≡圭［コ麟駆ソーン　　　［コ皇酷［コロ地レクリー一ションv−：・［コ鰍ξ占　　　　　　　　　　　　［コ鱈逼路　　　　　　　　　　　　回公芦≡這享≡　　　　　　　　　　　　　　．7長線化の促；魍区三］［ilitte．・点［：］：也域拠点区コ庄媒［三き］緑地レクリエーション拠点［］松：の／：・・t［コみとりの：占第2章一8分類向「1川変更及び追力醒由・緑地レクレーション拠点に二うのとりの里周辺を追加・市街地ゾーンを総合計画と整合させ修iE担当課都市計画課都市計画課1彦追削正　　赤加　　青除　　緑19

